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空中写真一調査後の様子 (中央がA区、上がB区、右が岩見川)1 . 

空中写真-A区の調査後の様子2 
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完掘後 (南から)S 1 152竪穴住居跡1 . 

複式炉構築状況 (北から)S 1 152竪穴住居跡2. 
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料盟

国 圃 圃 理IIL

器高 34.5cm 

器高 25.2cm 

右 S1 126竪穴住居跡 (A区)

左S1 5054竪穴住居跡 (8区)

出土土器1 . 

器高 25.5cm 左S1 140竪穴住居跡器高 36.2cm右S1 152竪穴住居跡A区出土土器2. 
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高さ 5.4cm長さ 9.6cm S 1 86竪穴住居跡A区出土靴形土器1 . 

A区出土石製品3 A区出土斧状土製品

長さ 12.4cm

2. 

S 1 57竪穴住居跡



序

秋田県には先人の遺産である埋蔵文化財が豊富に残されており、これ

までに約4，500箇所の遺跡が発見@周知されております。これらの埋蔵

文化財は、歴史や伝統文化を理解し、より良き文化を創造する上で欠く

ことのできないものであり、また現代に生きる私たちの責任で保護し、

未来へと継承していくべきものであります。

このほど、秋田県の高速交通体系の整備に伴い、平成 9年 7月に開通

した秋田自動車道に続き、日本海沿岸東北自動車道の工事が進められて

おり、この計画路線内に多くの遺跡が存在することが確認されました。

この工事に先立ちミ河辺町に所在する松木台璽遺跡の記録保存を図るた

めに発掘調査を実施いたしました。

調査の結果、縄文時代には広場を囲むように竪穴住居跡や掘立柱建物

跡が配置されたムラがあったこと、平安時代にも竪穴住居跡があったこ

とがわかりました。

本書は、平成 9@ 10年度に実施した発掘調査成果をまとめたものであ

ります。埋蔵文化財に対する理解と歴史研究の上で役立つことを期待い

たします。

最後に、本調査の実施と報告書の刊行に際し、御協力をいただいた日

本道路公団東北支社秋田工事事務所、河辺町教育委員会、雄和町教育委

員会をはじめ関係各位に対し厚くお礼申し上げます。

平成13年12月

秋田県教育委員会

教育長小野寺清



例

1 本警は平成 9年度と10年度に発掘調査を実施した、日本海沿岸東北自動車道河辺~岩城間の建設

事業に係る松木台漉遺跡の発掘調査報告書である。なお本遺跡は、昭和60年にも秋田県埋蔵文化財

センターで発掘調査を実施しており、秋田県教青委員会から『秋田県文化財調査報告書第150集東

北横断自動車道秋田線発掘調査報告書 1 1986Jとして刊行されている。

2 調査の内容については、既にその一部が公表されているが、本報告書を正式なものとする。

3 本書の挿図中に使用した土層表記法は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修 e 財団法人日本

色彩研究所色票監修『新版標準土色粘 1997年版』を使用した。

4 鉄浮については穴沢義功氏から実見して頂き、コメントを賜った。記して感謝申し上げる 0

5 第 5章の自然科学分析は下記の機関に委託した。

放射性炭素年代測定、火山灰の屈折率測定、出土炭化材の樹種田定……株式会社 古環境研究所

残存脂肪酸分析......"..........""";0ー…持;広蓋産大学中野益男、ズコウシャ 中野寛子、門利恵、星山賢一

黒寝石産地同定""""".."・ e・.，電"""="宮町..・"~ " .. " .. .. .. " " " " ..町，，====""""怠"""=="""""'''''''''''''==，，京都大学原子炉実験所 藁科哲男

石器石質鑑定……………………'"・ H ・..………………"""・ H ・..……………パリ/ e サーヴェイ株式会社

6 遺物(土器@石器)の実測図作成の一部と、遺物写真撮影はシン技術コンサlレ株式会社に委託し

た。

7 本書に使用した地図は、建設省国土地理院発行25，000分の 1r羽後和田J(第 l図)と50，000分の

1 r羽後和田J(第 2図入日本道路公団提供の1.000分の 1r日本海沿岸東北自動車道汚辺工事」平面

図である。日本道路公団提供の地図は、グリッド杭打設成果品とを合成して作成した(付図 1)。

8 本書の原稿執筆は、第 4章の遺構に関しては各担当から提出された「遺構略図カードJと提出後に

計測したデータを基に、竪穴住居跡は項目を一部再構成し、加筆 e修正し、完成稿とした。それ以

外の遺構については遺構観察表にまとめて掲載した。これらの作業は柴田陽一郎が行った。以上の

遺構の草稿前段階における各種データの収集@集計と竪穴住居跡遺物分布図作成は黒薄幸子が行っ

た。 遺物の分類と草稿執筆は、石器については小西秀平が行い、それを柴田が加筆 e 修正した。

第 2章の「遺跡の位置と立地Jは松本昌樹が、「遺跡の位置と立地」は泉田健が執筆し、『秋田県文

化財調査報告書295集 上野遺跡一日本海沿岸東北自動車道建設事業に係る埋蔵文化財文化財発描

1 -2000 秋田県教育委員会』に掲載されたものを、一部加筆@修正して再掲載したもので

ある。

2章の「歴史的環境」は藤原司が執筆し、『秋田県文化財調査報告書305集奥椿岱遺跡一秋田

港アクセス道路整備事業に係る埋蔵文化財文化財発掘調査書 2000秋田県教育委員会』に掲載さ

れたものを、一部加筆@修正して再掲載したものである。

執筆分担をまとめると以下のとおりである。

l章第 2節小西秀平、第 2章第 l節泉田健、第 2 2節松本島樹、第 2章第 3節藤原

可、

第 3章第 2G 3節藤津島、第 4章第 l節石器の分類基準小西秀平、

1章第 l節@第 3章第 1節@第 4章第 l節土器の分類基準@第 4章第 2節~第 4節、第 6

柴田陽一郎

本報告書の本文@挿図と写真図版の選択@レイアウト、全体の編集は柴田が行なった。

9 本遺跡調査において出土した資料、整理作業で生じた各種のデータ類は、秋旧県埋蔵文化財セン

ターが一括保管している。

10 本書を成すにあたり、以下の方々からご指導、ご助言を賜った。記して感謝申し上げる。
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(五十音IH夏、敬称略)

荒川隆史荒木隆井上喜久男岩見誠夫小島幸夫岡村道男川村正坂井秀弥

鈴鹿良一富樫秀之能登谷宣康藤原姫敏宮本康男森幸彦八木光開j 綿

渡辺均

凡 例

l 本報告書に収載した遺跡実測図に付した方位は鹿標北である。

2 土層注記は基本層位にローマ数字を、各遺構堆積土には算用数字を用いた。

3 各遺物の記載(本文@挿図@表@写真共)にあたり、例えば56-10としているものは、第56図10

であることを指す。

4 遺構の遺物分布図の記号は土器は

は「覇」、他の土製品は iOJ、

号と同じである。

は「議」、ミニチュア土器は「口」、円盤状土製品

は「ム」である。遺物分布図中の遺物番号は挿図中の遺物番

遺構の略号は以下に示すとおりである。

SI 竪穴住居跡 SB 掘立柱建物跡 SA 柱列 SK 土坑 SKF フラスコ状土坑

SD 溝跡 SR 土器埋設遺構 SN 焼土遺構 SKP (あるいはiPJと略記)柱穴

なお土居断面図の註記におけるiKJとは撹乱層(土)を指す。遺構断面図下のスクリーントーンは

地山(第W層)を指す。

挿図中における遺構@遺物に係る凡伊!と炉の計測基準は以下のとおりである。複式炉の各部分名称、

は、煩雑さを避けるため下~のように記述した。また、複式炉の軸線方向については、炉の最大長を

示す軸線と、南北の方位が交わる角度を右下図のように計測し、その値をN_XO -EやSぅro-wのよ

うに表した。

匡ヨ捺り(石器)霞富山(石器)

石と地LlJの
焼けた痕跡

⑪ 

…m
 

地LU

-wの場合
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第 l節遺跡の位置と立地

2童遺跡の立地と環境

第 1節遺跡の位置と立地

松木台盟遺跡は、秋田県河辺郡河辺町松淵字松木台56-1外に所在する。秋田市の南東側に隣接す

る河辺町は主要交通網が集中している。遺跡は七由工業団地に隣接し、 JR奥羽本線和田釈から南1.4

畑、秋田自動車道秋田南ICから南東3.1km、秋田空港から北3.2kmにある。

悶道13号線を秋田市中心部から15km程南下して河辺町和田集落に入り、秋田空港へ向かう県道秋田一

御所野一雄和線へ折れると、 i正面に平坦な七!曲台と呼ばれる台地の広がりが見えてくる。この台地は

出羽山地の西端部にあたり、岩見川によって形成された各段丘面群で、遺跡はこのうち七曲合商と呼

ばれる段丘面上に立地している。 遺跡の北を西流する岩見)11は、太平UJ(1170.6m)をはじめとした

1，000m級の山々に源を発し、河辺町働の北東部から中心に沿っ

日本海へと流れ込む。

に流れ、やがて雄物川と して

遺跡は台地北端に立地するため北側の視界は広い。北西には秋田平野、遠く日本海を挟んで、寒風山

(354.8m)を臨むことができる。 遺跡のすぐ北を西流する岩見川の対岸には和田集落を見下ろし、は

るか北東には山岳信仰の対象ともなった太平山がそびえ立つO なお、遺跡の中を秋田自動車道が横断

している。

第 2節周辺の地形

岩見川の河谷には模式的な河岸段丘が発達し、その範閤も広く上流域から下流域まで及ぶ。現河道

を含む岩見川低地が東西に長く広がり、その南側すなわち左岸には広く河岸段丘が形成されている。

ここでは海抜高度120m@ 100m • 80rn • 60m 45m. 40m • 30m • 20mの格段丘面が展開している。し

かし、北側すなわち右岸のそれはあまり発達せず、雄物川との合流点付近に近い御所野段丘地に50111• 

401nの段丘揺が構成されているだけである(土地分類基本調査 秋田県1975)。段丘の形成されてい

ない地域の右岸では、 I[低地の北に和田丘陵、さらに北には太平山地が控えている。

11左岸の段丘地は、戸島段丘地、その南は椿台段丘地と呼称されてし hる。さらにその南には太

半山丘陵地が続いているが、いずれの段丘面も段丘間も起伏は緩やかであり明確な差はない。しかし、

11低地と戸島段丘地の境など、沖積面とは大きな段差を持つ段丘躍となっていて明瞭な浮い

している。 (秋田県1975)によると、段丘聞の傾斜は o'"'-' 3 0 が多く、 の傾

斜は20，..._，300

ないし30'"'-'400

となっている。局地的にかなり急傾斜となっている部分も多い。

11と三内川の合流地点の岩見三内から大張野にかけての段五は、現在でも岩見川の!日河道が識

別できるような地形である。それより下流に下ると整備された水田が卓越し、!日河道は肉眼や地図上

では判定Ijしがたい。しかし、現河道から南側は広く河岸段丘が構築され、その段丘面の多さを見ると

かなりの流路の変遷や地域全域に渡る隆起@沈降があったことが考えられる。

これらの段丘上には多くの遺跡が確認されており、 もその中の一つである。
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に入り込む形で張り出している部分は舌状

の流域に広範囲に地盤の隆起が起これば、河川

自然堤防が段丘地の形成の基礎となる。逆lこ、

る場合が多いが、本遺跡も例外ではない。 何]I[

し、氾滋原が発達する。

化するとともに氾濫原と段丘面との

これば河川の侵食力は強まり河道付近は低地

る。また、気温の変動による海水準の変化によっ

ても河川の侵食力が変わり同様なことが起こる。このようにして、本遺跡ののる台地は、河川の流路

の変化や地盤の隆起@沈降や海水準の変化によって形作られてきたものと考えられる。

遺跡ののる台地は戸島丘陵地の中でも七曲台菌群と呼ばれ、沖積平野@汚道と隣り合って存在して

いる。七曲台国群は高位の上野台回と低位の七出合面からなり、両面の段化は中@下流域では明瞭で

あるが¥上流へ上ると比高が減じ上野台面のみが分布するようになる。七曲台面は基準面の低下に対

応して上野台面から分岐した段丘と考えられる。遺跡ののる七由台は段化が明瞭で、沖積面との

は20n1を超える。

土地分類基本調査羽後和田(秋田県1975)では、 は4両に分類されており、七出合はその

のGtII [Gravel Teγ 面に含まれる。これは、 45m 40mの 2Eiを含み、上野台、風

無台などが含まれる。表土は黒ボク土で下に重粘の赤褐色土で、わず、かに属をはさみ、径15---20crn

のすべすべした花嵐岩質の亜円擦を含み、下部ほどcobbleの多い水平層で、分級度もよく、

imbrcationも明瞭である。 I日岩見川のもたらしたfill-top terraceでミある。

第 3節歴史的環境

太平山地に水源を有する雄物川の一支流岩見川沿いの段丘上には、旧石器時代から中世にいたる

に多くの遺跡の存在が確認されている。台地全体が本格的に発掘調査されるようになったのは、

川の北側にある和田丘陵の御所野台地からである。向台地にある遺跡群の発掘調査は、昭和56年から、

秋田市がニュータウン構想として同地380haを開発するのに先駆けて、 31遺跡を事前調査したことに

始まる。その後、昭和53年新秋田空港建設計画に伴って、空港及びその周辺地域に対して、

の視点から基調調査がなされ、その適地として、河辺町松制集落の南側 lこ位

る七出合地が選定された。工事に先立ち、昭和58、59年の 2ヵ年にわたって

された。また、同地区ではその後、昭和60年に東北横断自

にその後、平成9年、 10年、 11年の 3ヵ年にわたって日

に伴なって、 6遺跡、の発掘調査が事前に実施されている。この地域における

跡の分布状況は、前述の調査された遺跡若手のほか、平成 9年の秋田空港アクセス道路整備事業の分布

などにより、次第に明かにされてきている。昭和60年 3月に刊行された下七出

によれば「この地域における遺跡数は、未命名のものも含めて67ヶ所を数えるに至っているj

と報告されており、また、翌昭和61年11月に刊行された「東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書 1J 

では容に 8遺跡多い75遺跡と報告されている。そして近年確認されている遺跡を含めると 100遺跡を

超えるものと思われる。以下では、発掘調査の実施されている遺跡を中心として概観してみる。

遺跡の大部分が御所野台地と戸島丘陵の平坦面標高30'"'-'60m前後に立地していることが確認できる。

和田丘陵には、その地形が急峻なせいもあってわずかに戸島館、和田城が確認されているに過ぎない。
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における!日石器時代の調査例は、他の時代に比べ少ないのであるが、七曲台では、風無台 I

跡、風無台E遺跡、松木台豆遺跡、松木台亜遺跡の 4遺跡、御所野台地では、下堤G遺跡、地蔵田B

D遺跡の 3遺跡が調査されているだけである。この内風無台豆遺跡及び松木台立遺跡では、

台形様石器を主とする石器群があり、県内で初めて旧石器時代の遺構が検出された下堤G遺跡では、

米ケ森型台形石器を中心としており、石器組成に大きな違いをみせているのは興味深い。岩見JI!を挟

んでた右再出における違いなのか今後の調査に注目したい。

縄文時代に入ると遺跡の数が一段と多くなる。時代は縄文時代前期から縄文時代晩期まであり、そ

の中でも特に縄文時代中期の遺跡が多く、御所野丘陵部における当該期の遺跡数は25を数えるまでに

っている。その中で、中期後葉に属する住居跡は20遺跡で、約230軒検出されている。一方、戸

丘陵部における当該期の遺跡の中では本遺跡が注目される。

弥生時代になると遺跡の数は極端に減少する。御所野丘陵部では、地蔵田 B遺跡、坂ノ上F遺跡、

狸崎A遺跡、湯ノ沢A遺跡、湯ノ沢F遺跡、湯ノ沢 l遺跡、大杉沢遺跡があり、戸島丘陵部では、風

無台 I遺跡、底無台豆遺跡、石坂台 I遺跡、石坂台豆遺跡、松木台 I遺跡、がある。この中で国の史跡

に指定された地蔵田 B遺跡は、集落を楠で囲んだと思われる遺構が検出され、秋田県における弥生時

代の社会構造を知る手がかりを得たことになる。

古代においては、坂ノ上E、湯ノ沢F、野形、深田沢、下堤A、下堤8、下堤C、下堤D遺跡、大

杉沢遺跡、風無台 I遺跡、松木台豆遺跡、のみである。湯ノ沢F遺跡は、木棺を用いて埋葬された平安

時代土坑慕が40基検出されており、鉄万@帯金呉@鉄鉱などが伴出している。

中世になると、先にも述べたように、戸島館、和田城跡の{也畑谷舘など七つの城舘が確認されてい

.." 

生)0

以上、岩見川の河岸段丘一和田丘陵及び御所野丘陵にある遺跡を中心に述べてきた。ここ数年の間

に、日本海沿岸東北自動車道建設工事に伴なう緊急発掘調査など、この地域において再び大規模な開

発が行われるようになった。平成 9 の井戸尻台 I遺跡、上野遺跡、平成10年度調査の奥椿岱

遺跡、平成11年度調査の岱 1 岱立場岱彊遺跡などの報告書が刊行され、今後更にこの地域における

歴史の解明が進展することであろう。
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第 1函 遺跡位置図(轟印が松木台頭遺跡)
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13・14・24

9.U 、平安当ミ;筏(主主

S 5 8 
1'1'己人珂， ，エ'丸山町'j'} 、 1・ 1 :1'14 'マ""、

秋田市内 ιソIJ、屋小阿地字J反ノ上
しりしJ 、Yl'____L. ¥.l_i...1tコ庄司リ

S 5 9 5.14 

S 5 7 26・1/1

S 5 7 縄文[IJ)羽・晩期〔土器・石6d) 26・14

S 5 9 縄文部期・仁IJj国集溶(笠穴住居跡づこ坑) 5.14 

S 5 9 縄文中期集落(竪穴住居跡・土坑) 5・14

1 -2 9 9 秋田市四ッ小屋小阿地字下堤 S 5 7 
旧石器、縄文lirl期、縄文中Jtij集落(際穴住討跡.=1二

3・14坑)

] -3 0 0 秋田市内'"小It未戸松本字湯ノ沢 5'14 

秋田市と北手吉野字深田沢 5・14

秋田市問ノ小屋小阿地字狸崎

H 3， 4 

日 4， 5 

4・14

4・14

14 

13・14
14・24

ブレーク)

縄文rïrIJVJLIJ~主 (1:坑 .tíé穴状造機)

上仰{，~・須忠~~・石斧

13・14・24
26・14

14 

14 

13・14

13・14
13・14

中jlr城frl立f空品];.指字g._I二史・|淘)-'1-・7]・人付)

i 11 削減銃 C'g訪日1 ・;昨日・|二g~ ・陶);-.刀・人竹)

rl11せ域自立(空品片寸法族j
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第 3節歴史的環境

1.14 

H 

14 

14 

13・14
円 η

22 

2-19 

10 

井戸尻台 E

上野

興梼岱

岱 I

ty 1I 

1~y IlI 

J:野 H

大堤山

河辺IllJ戸島宇井戸尻合 49タト

河辺IlJJ戸島字井戸尻台

河辺町戸島字上野 11 9 3外

雄和町椿)11字奥倦岱 19 5 4 B 
外

河辺町畑谷字岱 21 7 1外
河辺町叩j谷字i)y134外

河辺町Wl谷宇岱 28 6外

河辺町戸島字上野 32 1 

河辺H可戸島字大堤山 272

H 9 

H 1 0 

H 1 1 

H 1 1 

H 1 1 

、縄文後期・i没1m

凶
一
日
一
回
一
却
一
口
一
口
一
口
一
時
一
日
一
日

縄文Lj]l~l (竪穴住隠跡づ二坑)

縄文(土r.~・石器)、弥生け二坑・土器)、古代(察
穴住居跡・土陶器)

縄文11寺代 (了上坑-j二お)

古代 cn奇跡・土r，;s)

縄文時代(フレーク)
H 1 1 

(範確のみ)
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第 3章発揚調査の概要

第 3章発掘調査の概要

第 1節遺跡の概観

松木台亜遺跡は河岸段丘土佐積物によって形成された、標高約40mの台地の縁辺部にあり、北側の

下には岩見]11が西流し、その比高差は27mを計る。調査区はほぼ平坦であるが、 A区、 B氏、 G区は

A区と B区間の沢に向かいわずかに傾斜している。調査i前の現況は杉が植林されており、伐採後の杉

株が広範囲に広がっていた。

この遺跡は、昭和60年に東北横断自動車道秋田線建設に先立って、 A区と G区の間8，000rrfが発掘調

された。この時は!日石器時代の石器約3，250点、縄文時代中期の竪穴住関跡 3軒の伯、配石遺講 4

など114遺構が調査され、さらに平安時代の竪穴住居跡 1軒、焼土遺構 7基など計31遺構が検出され、

土師器 e 須恵器の{也、鉄j宰@輔の羽口@砥石なども出土している。年代は 9-1丑中半~後半を中心とし

た時期に比定されている。

遺跡の層序は、 A区 e B区 .G区とも層厚の違いはあるものの、共通している。 1層の表土は黒褐

色か黒色のシ jレトで、粘性 e 締まりが弱 ~ìO 立層は黒褐色か黒色のシルトで、黒褐色か黒色のシルト

で、地UJ..焼土。炭化物の粒子が混入する。盟層は地山漸移}麗で、培黒褐色かにぷい黄褐色のシルト

で、地山粒子が混入し、場所によっては粘性@締まりが強かったり、弱かったりする o IV層は地山の

ローム層で黄褐色か樫色で、締まりが強~ìO 遺構のほとんどは重層かIV層で確認した(詳細は第 4 図)。

第 2節調査の方法

発掘調査はグリッド法を用いた。調査区に設置されている日 自動車道象潟秋田線建設の道

路中心杭(c)STA2十40、x= -40，114，56401、Yニ 53，297.36679Jをグリッド原点IVIA50として、こ

の杭から国家座標X系座標北に合わせた南北基線、とこれに車交する東西基線を設け、 4X4mのグリッ

ドを設置した。また、南北基線には 2桁の算用数字、東西基線にはアルファベット 2文字の組み合わ

せを付し、各グリッドの名称は南東隅の交点の算用数字とアノレファベットを組み合わせて呼称した。

遺構等の実測は、各グリッド杭を利用して測量し、縮尺は原則としてお分の 1としたが、炉は10分の

1とした。なお、遺構平面図と調査範囲図等から遺構配地図など必要な図面を作成した。

第 3節調査の経過

平成 9年度 (A'"'-'E区)

5月12日(月)'"'-'16日(金) コンテナハウス設置場所の範囲確認謁査を行う 0

5月27臼(火) 上野遺跡、で作業員説明会を行い、範囲確認調査を再開する。

5月28日(水) コンテナハウス(事務所@作業員休憩所@機材小屋@遺物収納小屋)の設置終了

5月29日(木) センターより発縮機材搬入。
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第 3節調査の経過

A区 (KL85グリッド付近) A区 (KM91グリッド付近) B 区 (KR72グリッド付近) B区 (KQ70グリッド付近)

西
一一-，10.200m

東北
___:_:_=._ .10.1 111 

南
39.8111 n

 

no 

問一東南 北東

-----一「一一
E 

W 

IIb 

IV 

I 
1I. 
E 

iJl 粘性弱地山校 1%
中地111枚、炭化物 1%
弱地山粒 9t5 I

E

 

T. b I首~10YR黒褐2/3、粘性、
しまり共に中将!変。この腐の下
で炭化物 2%混入。 tlli山中立、
池山ブロック混入IV. 

盟

IV. 

第4図基本土層図

6月13日(土) A区の範確終了。

6月23日(月)，.....，26日(木) A区(2.0000 のグリッド杭打設部始。

6月26日(木).----7月 3日(木) B 1区(北東部-2.700rd)重機による排土除去。

1週 6 月初日(月)~ 7月 4EI (金)J

6月初日 A区本調査開始。ベルトコンベアー設置@配線。上野遺跡より作業員10名合流0

7月 1日 A区 I層の粗堀りを北側より開始する。基本土層観察用ベルト設定。

7月 4日，.._， 8日 B !K(2.700Di)杭打設開始。

〔調査第 2週 7月 7日(月)'"'-'7月11日(金)J

7月 8日 A区粗掘終了。北側より粗掘を開始、縄文中期後半の土器片が多数出土した。

7月 9日 作業員の健康診断を戸島ふるさとセンターで実施した。

7月10EI A区北側より直属地山漸移層掘り下げを開始し、遺構(8I• 8K • 8N)を検出する。

B 1尽の杉枝、 除去及び調査前全景撮影。
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第 3章発掘調査の概要

3週 7月14日(月 7月18El (金)JA区 81(16)e SK(26) 

7月14日 A区北側より地山精査を開始した。基本土層観察用ベルト断面精査及

91)0 B 1区(2.700rrr)本調査開始。ベルトコンベアー設置n 某本十!語観察用ベルト

業員不足のため、雄和町@協和田I教育委員会ヘ短期雇用の作業員手配を依頼する。

7月15日 A区の調査員を 2班編成にして遺靖精査を開始する。 B1区北部jより 1・豆層の粗1怒り

始。

7月18日 B 1区で遺構検出する。 B1 

〔調査第 4週 7月22日(火 7月25日

に小沢が入り込んでいること

A区 7)0 8K(26) 

した。

竪穴住居跡を検出した(大木 9式土器を埋設している)。地山面が不安定で遺構のプランが

非常に確認しにくくて苦労した。

7月24日 北上市埋蔵文文化財センタ一作業員現場見学。太田中大野憲司教頭が、体験学習の打ち

わせのため来跡。

〔調査第 5週 7 月 28 日(月)~ 8月 1日 A区 8I(9 ) • 8K(24) 

7月28日 B 1区の調査を中断してA区の調査を集中して行うことにし

8月 1日 A[Sの粗掘及び杉根の抜根をほぼ終了し

〔調査第 6週 8月4日(月)'"'-'8月8日(金)JA区 81(10) e 8K(25) 

8 月 4 日 ~6 日 太田中生徒5名、発掘体験学習。

8月 8日. A広東西基本土層図作成終了。由利町文化財保護委員来跡。

〔調査第 7週 8月18El (月)，-._.， 8月22日(金)JA区 81(13) G 8K(26) G 8KT( 1 ) 

8月18日 現場再開。 B2 • 3区にベノレトコンベアー配置。 B1区、組掘再開。上野遺跡より

20名合流。

8月初日 A区北側で、複式炉のある竪穴住居跡、が密集した状態で検出され、 A区が大きな集落である

可能性が強くなった。

8月21日 坂井秀弥文化庁文化財調査宮来跡。

〔調査第 8週 8 月 25 日(月)~ 8月29日(金)J 

A区の遺構数 81(21) e 8K(36)0 B区 8K( 6 ) • 8KT( 1 ) 

8月25日 B 1区基本土層作成終了。

8月26日 遺物整理用コンテナハウス

8月28日 B llZの小沢が予想以上に深く、重機による掘り下げをした。

8月初日 B区遺構精査開始。

9 週 9 月 1 日(月)~ 9月 5日(金)J

A[Sの遺構数 81(35) • 8K(76) • 8KT( 1)0 B [s 8K(12). 8KT( 1 ) 

9月 1日 A区の竪穴住居跡群が環状集落になる可能性がでてきた。さらに、

中央部を向くことが分かった。河辺町広報で整理作業員を募集する。

9月 2日 河辺町教育委員遺跡見学。

の複式炉が

9月 4日 薬科哲雄氏(京都大学原子炉実験所助手)来跡。 D区、 Tピット精査終了(8KT6001)。

(調査第10週 9 月 8 日(月)~ 9月12日

-14 



第 3節調査の経過

A 81(35) e 8K(70) e 8KT( 3)0 B区 81(2 ) e SK(28) e 8KT( 2 ) 

9月8日 @科長来跡し、調査工程の見直しを行った。

9月10日 B1 

9月12日 B 1区の815062の複式炉をもっ竪穴住居跡の精査開始。

9月15日(月)'"'-'9月19日

A区の遺構数 81(36) G 8K(57) e 8KT( 5)0 B区 81( 2 ) • 8K(28) • 8KT( 2 ) 

9月16日 A区の調査員を 5~症に分け、調査終了期日を設定した。整理作業員を雇用し、遺物の洗浄

を開始する。

9月17日 台風のため現場中止。

9月19日 A区沢頭よりで古代の竪穴住居跡を確認した。

9月25日 B区8KF5075精査開始。以後B1区の小沢の両側に 6墓のフラスコ状土坑があることが判

明した。

〔調査第12週 9月22日(月い 24(水)，-.._， 9月26日(金)J

A の遺構数 e 8K(60) @ 5 )。吉区 81( 2 ) e 8K(35) • 8KT( 2 ) 

〔調査第13週 9月29日(月)-----10月3日(金)J

A区 8I(40)" 8K(61) e 8KT( 6 ) • 8B( 1) B区 8I(2 ) 8 8K(39) e 8KT( 2 ) 

10月 1日'"'"'3日 B 2 G 3区抜根を集中的に行う。

10月 3日 A区で焼土を伴う縄文時代の掘立柱建物跡を検出。 8186の埋土中より靴形の土器が出土し

た。

〔諮査第14週 10月 6日(丹)'"'-'10月 9日(木)JA区の遺構数 8I(42) • 8K(60) • 8KT( 8 ) e 8B( 1 ) 

10月 88 BIZ遺構精査終70

〔調査第15週 10月 13 日(月 )~10月 17 日(金)J A区の遺構数 8I(47) e 8K(90) " 8KT( 2 ) " 8B( 2 ) 

10月15日 共同通信取材、翌日松木台車遺跡の記事が配信される。

10月16日 秋田魁新聞、河北新聞、 AB8"AKT取材。向日TV放映。

10月17日河 辺中

〔調査第16週刊月初日(月)'"'-'10月24日 A区の遺構数 8I(46) @ 8K(105) e 8KT( 8 ) e 8B( 3 ) 

10月20EI 

10月22日 8区地L1Jレペリングを開始する。

10月24日 読売新関取材。 8152のかiは今回検出した複式炉中でもっとも イ乍りである。

B 2 • 3区調査終了。

10月27日(月)'"'-'10月31日(金)JA区の遺構数 8I(46) • 8K(123) • 8KT( 8 ) .. 8B( 5 ) 

10月28日 8I116の柱穴内から石棒が検出した。

10月31日 雄和町@河辺町文化財保護審議委員来跡。

〔誠査第18週 11月 4日(火)，-...;11月 7日(金)JA 誌の遺構数 8I(47) • 8K(110) • 8KT( 8 ) • 8B(15) 

11月 7日 竪穴住居跡の精査はほぼ終了した。建て替えのある竪穴住居跡の床面を再度掘り下げた結

8138 • 82 • 83 • 86から建て替え前の柱穴を地山で埋めた柱穴が検出された。

11月10日(月)，-...;11月14日(金)J A区の遺構数 8I(47) • SK(lll) • 8KT( 8) 8B(17) 
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第 3章発掘調査の概要

11片山日 日本道路公団と現地打ち合わせを行い、日月 14日で調査を終了することと、刀、後

についてお願~ iし、現場を引き渡した。 A区地山レペリングを開始する。戸島小学校 6
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し、搬入した。ンターから

ら111話30cmのトレンチの掘り

) '"'-' 8月21日(金)J

っ7こ。 l土 しなかっ

口

uoo 
--ム円

月。。 〆づ グリッド杭に沿いミ 2n1おき りし、

をするが、出土しなかった。

化課の武藤学芸主事が来跡した。

8月初日 JJラインと JHラインを北端部から南側に粗掘りをし

北端部屋の安全柵を再設置した。

、B'shu 

_， 
J 

は出土しなかっ

8月21El τピット l基と土坑プランを確認した。土坑のプランから

3週 8月24日(月) ，..，__ 8月28日

8月24日 JC .， JD92グリッドの土坑プランの周辺を精査し、士器 8

ドでSKT01を検出し、その東側を拡張した。 J190グリッドで 2

SKT02とし

l 
。

た

、

リ

し
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出
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Q
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児

を
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一
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市
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の

し

自

8月25臼 JE92グリッドから

組掘りをした。 SKT01.

8月26臼 SK03をキ食出した。

8月27El JD92 @ 93ミ JE93グ 1) ソド

し、 SK02とした。 JF89" 90 "91~ JG87 " 88 • 89グリッドの

した。

e 炭化物のプランとその周辺

JE93グリッドを拡張したo

1mでの掘り下げを開始し

4週 8月31日(月) ~ 9月 4日

9月 1日 JC92 " 93、JD92• 93グリッドから

2点出十した。

プランを検出した。

ため、 lv')醤の

まとまって した。北端部で、土坑フO

ランを確認した。

9月 2日 JE92 e 91グリッドの東に拡張を行い、

し、調査を終了した。

9月 3日 MC旬、 MD92グリッドで検出した土坑をSK04とし、その北東側の焼土の精査を行った。

と した。 SK03の を撮影

この焼土をSN05とした。南端部、高速道路沿いに基本土層のためにサブトレンチを掘り

下げた。
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第 3節調査の経過

9月 4日 SKT01 e 02の完掘平面図を作成し、この遺構の調査を終了した。 SK04• SN05周辺

し、その下に黒い落ち込みを検出した。住居跡か土坑と思われた。

5週 9月 7i=l (月) ~ 9月11日(金)J

9丹7日 SK04 • SN05周辺 (JC92 93、JD92 93グリソド)の遺構検出作業を行っ

9 )=J 8日 SK04の充掘写真を撮影し、この遺構の調査を終了した。

6 j盟 9月14日(月)~ 9月18日

9月14日 SN05を完掘し、その下のSK06の調査に入った。遺物は出土しなかった0

9月16日 強風のため、現場の口一リングタワーや看板などを撤去した。

9月17日 道路公団東工事区に現場の引き渡しを行った。

9月18日 SK06の平面図作成を行い、この遺構の調査を終了し、

材をトラックに積み込み、全ての作業を終了した。

17 
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第 4章調査の記録

第 4章調査の記録

第 1節土器 e の分類基準

( 1 )土器の分類

遺構内 e 遺構外の土器を器形 e 文様焼成 e 胎士から以下のように分類した。

第 I群土器(第250図1089'"'-'1092) 

縄文時代前期前葉の春日町式土器である。 i架鉢形土器で、底部と嗣音[sの資料でG区遺構外から出

した。底部の外底面から腕部下端lこ角状の刺突文が連続的に横位に施される。

立群土器

縄文時代中期中葉のこと器群である。

a 尖貝(第140図742~750、第226図 1032'--~1034)大木 8a式土器である。

口縁部が内湾するものとラロ縁部が外反もしくは外反して口縁部文様帯を形成するものがある。

は口縁部に細かい粘土紐貼付による小波状文や胸部に方形様の区画文を施文するものや、

行に細し 1隆線や押圧縄文、肥厚する口縁部にやや深めの沈線を施文するものや、橋状把手に iS_I

状の沈線を施文するものもある。器種は深鉢形土器と浅鉢形土器がある。

b類(第140図751'"'"'754、第226図1036"-'1038)大木 8b式土器である。

縄文地に 1'"'-' 3条の細く浅い沈線で、渦巻文や、縦位@斜位の区画文を施文する土器である。器種

は深鉢形土器と浅鉢形土器がある。

亜群土器 縄文時代中期後半~末葉の!~'.器である。文様や器形で類別した。

a類(第140図755'"'-'759、第226図1040------1045)大木 9

明瞭な隆沈線によって渦巻文を施文している ある。

の古段階に属するものである。

と浅鉢形土器があり、深鉢形

土器が主体を占める G 橋状把手もみられる。口縁部がキャリパー形に内湾するものとやや外傾するも

のがある。

b類(第113図414"415、 417、第140図760~767、第226凶 1047'"'-'1056)大木 9式土器の新段階に属

する土器である。

縄文地に沈線や降沈線によって口縁部から腕部へ縦位の

器である。深鉢形土器と浅鉢形土器があり、深鉢形土器が主体を占める。

とし

キャ 1)パ

る

形に内

るものとやや外傾するものがある。

c 類(第113図413、 414、第114図418~423、第115図424、 426、 427、第116図428、 429、 431、 433、

第 142!盟793~795、第227図1057) 大木10式土器の古段階に属する土器である。

縄文地に沈線によって描かれたアルファベット状や波状の区画文が施され、縄文部外の縄文は磨消

縄文手法によって磨消される。深鉢形土器と浅鉢形土器があり、深鉢形土器が主体を占める。口縁部

がキャリパー形に内湾するものとやや外傾するものがあり、やや外傾するものが多い。まれに口

が小波状となるものもある。

d類(第116図430、432、436、第117図436"'-'440、第142図784'"'-'791"第227図1058) c類の縄文部
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第 1節土器@

によって描かれていた もしくはやや肥厚して部分的に鰭状となった によって描

かれる ある。 c類よりやや後出の土器とj君、われる。器種は深鉢形土器で、器形は口 キャ

リバー形でやや!大Ii有するものと、やや外{頃するものがあり、やや外傾するものが主体を占める。

やや肥厚した無文部をもっ土器の中には、大波状口縁で口縁部が肥厚し、Jj同部の無文部を|屈する沈

に円形刺突文を施文するものもある。これらはIJ縁部内面が折り返し口縁様となってお

り、口縁部が外傾するものが多い。橋状把手で肥厚した無文部内に円形束IJ突文を施文する土器もこの

めたo

e初(第116図433、縄文を施文せずに、経線によって曲線的な文様を施丈する朱塗りの

ある。全体の文様構成は不明である。

時期は、文様構成や胎土 e焼成から中期後半と考えられる。

f類(第142図801'"'"'805、第143図806'"'"'818、第227図1060~1062) 胸部に縦位の条線文や撚糸文が

施文される土器である。口縁部は平縁の無文で、腕部上半から下の文様とを口縁部下の沈線で、区画す

るものとしないものカまある。

g禎 i、、弟142図792)中期末葉の中の平 3式に比定される土である。服部半ば、から口縁部までの

料である。腕部下から i二2/3ほどに最大径をもち、そこからゆるく内湾し、外反するゆるい波状口

縁の深鉢形十:器で、ある。最大径となる胴部のやや上に l条の沈線、を横位に巡らし、沈線下には縄文地

に細かく、浅li 1条の沈線で縦位の楕円形と思われる酒を施す土認である。

h類(第227図1063、1064)無文で、口縁部のやや下や服部に、 2条の低い降帯を作出し、その聞に

円形の刺突文を施文する土器である。

(第119凶448、第142図796、800)器台形土器をこの類とした。

班群土器 縄文時代後期前半に比定される土器である O

a矧(第144図827、830、831)縄文地で腕部に斜めに沈線を施文する土器で、口縁部に 1条の平行

沈線、で無文部と地文を画するものもある。

b 類(第143図819~./822、第144図823 r--~826、 828、第227図1065) 口縁部が無文で、その下に撚糸文

や縄文を施文する土器である。口綾部が夕、ト傾するものが多く、口縁部と地文の聞には口縁部に平行す

る1条の沈線を施文するものとしないものがある。

縄文時代中期~晩期の土器で、ある。

a 144図832，..._，834)数条の京都、沈線開に羊歯状文を施文する

ある。

ある。晩期前半の大洞BC

b類(第145図842'"'"'844)無文の ある。

C知(第144図840)無文の壷形土器である。

縄文時代末葉から弥生時代にかけての土器である。文様や胎土@焼成から 2類に分けたo

a銀(第227図1067、1071、1072)変形工字文を施文する浅鉢形土器である。

b類(第144図835、第227図1068、第145図848)平行沈線を施文する土器である。

台部である。

VI群土器 無文や縄文のみの鉢形@深鉢形@ を一括して本群とした。

a 18図444、第119図447)底部からややきつく外傾しながら丸昧をもっ ち り、胸部
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第 4章 調査の記録

の十 3/4ほどに最大径をもち、口縁部が内湾し縄文を施文する大形の深鉢形土器である。

中期後半の土器と思われる。

b類(第118図445、第119図446)底部から外傾しながら直線的に口縁部まで立ち上がり、服部には

縄文を施文する深鉢形土器である。ノト形のもの、中形のものがある。縄文時代中期後半の土器と思わ

~1，る。

c類(第118図飼部の上半分のみの土器である。腕部上半に最大径をもち、口縁部が内湾する

鉢か深鉢形土器である。口縁部に 2条の平行沈線、その下には縄文を施文している。縄文時代中期後

半か後期~晩期の土器と思われる。

d類(第118図445、第119図449、第144図838、839、841、第227図1070)胸部下半のみの土器である。

底部からややすぼまりながら外傾して立ち上がる器形で、深鉢形土器と思われる。無文のものと縄文

のみを施文したものがある。縄文時代晩期の土器と思われる。

e類(第118図441)胸部上半のみの土器で、丸味をもって外傾しながら口縁部にいたる器形で、

ロ土器の注口部の形状に似る。口縁部に横位に浅い沈線を巡らし、口縁部を無文部として、胸部に斜

縄文を稿文する土器で鉢形土器訂正{われる。縄文時代後期か晩期の所産かと思われる。

( 2 )石器の分類

松木台頭遺跡の石器は479点出土している。これはAaBaD"E"G反全ての合計の数字であり、

この中には18石器や、 B区から出土した鯨の骨も含まれている。剥片石器、機石器に関しては tノ山

立遺跡の分類を参考にしている。剥片石器は、二次調整や使用痕の有無で分類した。

分類、は挿図中の各実測図の下に明記した。

①.剥片石器 e 石器類

(ア).ナイフ形石器

!日石器時代のナイフ形石器が l点、出土している。出土地点はA区の8I152である。

(イ)石鍛

基部の形状により、大きく A、B、C、D、Eの5つに大別され、さらにそれが細分されるo

A二平基無芸鎌 :2種類に縮分される。

A-~ 両側辺が並行または基部に向かつてすぼまるものO

t，:… b:平面形が二等辺三角形を呈するものO 基部南端が角張るものと丸みを持つものがある O

B口出基無茎鍛:2種類に細分される。

B-a 凹基ではあるが、凹み部分の弧の半径が、石器の最大幅よりも大きい。回みは浅い0

B-b:田基の凹み部分の弧の半径が、石器の最大幅よりも小さい。出みは深い。

c=円基鍛:全体の形状が水滴の形状に似るものO

D 尖基鍛:基部が尖っているものO

E のものO

この他に、破損しているために分類できなかったものもある。

(ウ)尖頭器
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A 

B 

槍先形の ある。

第 1節土器命石器の分類基準

い尖頭部を持つo 3種類に分類される。

c=基部が丸みをもっO

(エ)

形状的には尖頭器の仲間のーっと考えられるが、大きさなどの〉ら、尖頭器とは別に取り扱った。 2

に分類されるo

A=両面調整の大型の物。 Bじさから 2点出土しているが、 1点は破損していた。

B 表面は両側縁から急斜度でなされているが、裏面は尖頭部側周辺に集中しているものO

(才)

断面が菱形@三角形 e 凸レンズ状の尖頭部を持つ石器o 3種類に分類される。

Aニ表裏全体に調整が及び三一方の先端に鋭い錐部ミその反対側につまみ部があるものO

Bニ棒状のものO

C=l端の幅が細くなる。剥片の両側辺にのみ 2次調整を施して錐部としたも 0)0

(カ)

両側縁から挟りを入れて、つまみ部を作出し、片面からの加撃によって刃部が作られている。器中

軸線あるいは刃部と、つまみ部の中軸線の交わる角度によって大きく 3種類に分類される。

A 縦型石匙:つまみ部の中軸線にほぼ平行する刃部を持つ物O

A-a つまみ部の中軸線にほぼ平行する直線的な 1，._， 2の刃部を持つO

A-a-l 右側に刃部をもっO

A-a-2:左側lこ刃部をもっO

A-a-3 ほぼ平行する直線的な 2つの側縁をもっO

A-a-4 つまみ部から先端側に末広がりの刃部をもっ。

A-b:つまみ部の中軸線に平行する刃部を持たず、極端に内湾しない。

A b 1:器中軸線に対して外側に膨らむ左右対称の 2側縁をもっO

A b… 2 : 2側縁が外側に膨らむ。

A-c つまみ部を除く側縁が曲線を描き、器中軸線に対して左右非対称になる。

A-c-l 側縁がゆるい勾配の曲線を描く。

A-c-2 2側辺が向方向に曲がり全体の形状が「しJの字になる。

B=斜型石匙:2 '"""' 3の側辺の中で最も長い側辺の中心と、つまみ部の中軸線とが約450
で交わる

匙である。

C= も長い側辺と、つまみ部の中軸線とがほぼ直角に交わる石匙である。

(キ)石箆

平面形が長方形、小半Ij形等のいわゆる Hヘラ H状を望し、一端に刃部が作出された石器。 3種類に大

別され、それぞれが細分される。その方法は以下のとおりである。①平面形状、②細部の形状、③二

あり方、④刃部の平面形状で、このうち③@④は各類に共通で、③が両面調整、半両面調整、

③が丸刃、 丸のみ形に細々分される。
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第 4章調査の記録

A 平面JI~が、基部側よりも刃部側で i幅広、捜形。 A 区、 B 区で 2 点ずつ、 4 している。

両面調整が 1点のみで、あと ある。

B 両信11縁が平行する。 A区出土の

c=基部 e 刃部ともに弧を描く物で、{也の物よりも きい。

C a 半由形が長楕円形で、 に似ている。 両面調整、丸刃の物がB区から 1

同じく丸のみ形がA区から 2 片面調整、丸刃の物がA区から l点、合計十点出土して

いる。

C -b : Bと同じく隅丸長方形だが、それに

の物がA区から 2

(ク)詩Ij器

している。

に長い物をこの類にした。 丸刃

大小のまIj片の側縁に連続的な二次調整によって刃部を作出した石器。刃部の形~I犬 e 器の大小によっ

て5種類に分けられる。

A 大型の去u片に直線的な刃部を作出したものO

Bニ比較的大型の剥片に弧状の刃部を作出したものo

c 小型のまIJ片に内湾した刃部を作出したものO

D=大型の剥片にU字形の刃部を作出したものO

E=大型の剥片にV字形の刃部を作出したものO

(ケ)掻器

厚い剥片の一端に片面調整による急斜度の刃部を作出した石器。出土数は破損品も含めて全部で51

と多い。裏面が反っているか否かで 2つに大別される。

A二裏面が反っている剥片の先端部に刃部を作出した物。平面形状によって 3種類に細分される。

A a 刃部の平面形がゆるい弧を描くものO

A-b:刃部の平面形が誼線的なものO

A-c 刃部の平面形が急な弧を描くものO

B=裏面が反らずに水平な剥片の一端に刃部を作出したものO

(コ)鋸歯状石器

縦長の比較的大きな剥片の 1"-'2側縁に、 iiFH

(す)鴇円形石器

によって鋸歯状の刃部を作出し

全体の平面形状が楕円形を呈する A区で 1点出土している。

(シ)模形石器(ピコニス@エスキーユ)

い剥片の上下端に誠整を加えて、上下辺が平行になるように仕上げ

いる。

(ス)石核

石器の剥片素材を剥ぎ取った痕跡をもつものO

(セ〉磨製石斧

A区で l して

破損品も含めて、全部で25点出土している。(うち破損品目点)全体の形状で 5

A 乳棒状磨製石斧。断面は楕円形。 A区で 2点出土している。

に大別した。

22 



第 1節土器 e 石器の分類基準

Bロ定角式磨製石斧。両側縁、基端が研磨されている。 A区で 3

c=定角式磨製石斧。偏平で直刃的な物。 A区で 2点出土しているo

D=比較的細長く側面の幅が狭い物。 A区で 1点出土している。

E=基端がCに比べて劣る物。 A区で l点、出土している。

(ソ)打製石斧

楼形や短冊形の磯に刃部を作出し、石斧とした物。破損品、未完成品と思われる物を含めて 8点出

している。

している。平面形状によって 2種類に分けられる。

A 礁の両端に若u離が加えられ、刃部周辺が研磨された物。 A区で 1点、出土している。

B=平面影が三角おにぎり状の礁の中央やや上部に挟りを入れ、全体の形状をダjレマ形に仕上げた物o

D区で 1点出土している。

(タ)石剣

い石を加工したもので、断面は楕円形と推定されるものO

長mm 
のめ

権

き
石

大

)

や

や

チ

や

して断面形を円形にしたものO

〈ツ)有孔石製品

細長い石や軽石などを成形し、穴をあけたものO

(チ)石製品

薄く長方形様に成形したものO

(ト)フレーク

2次調整の有無で 2種類に分類した。

フレーク 1: 2次調整のある剥片石器。

フレーク II: 2次調整のない剥片石器。使用痕(微小剥離痕)のある剥片を含む。

②.礎石器類

( 1 )磨石

円形や楕円形の磯の表裏や側面に擦りによって擦面が作出されているものO この中には敵いた痕跡

の混在するものもある。

( 2 ) 

円形や扇平な

( 3 )石皿

やや大きめの板状の石に擦った痕跡をもつもので、縁辺部が盛り上がっているものや、脚のついた

ものもある。

(4 )石錘

もしくは側面に敵いた痕跡のあるものO

円形の磯に挟りを入れて、錘としたものO

( 5 )悶み石

人工的な凹みのある機。平面形状で 4 に分類した。

A=円形の磯に人工的な凹みのあるものO

B 楕円形の礁に人工的な凹みのあるものO
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第 4章調査の記録

c=棒状の礁に人工的な凹みのあるものO

D=欠損のため分類不能なものO

(6 ) 

やや大きめの板状の石に、人工的な溝をもつものo 1iITllを転用したものもある。

③s 鯨の脊椎骨の化石

図化した物は、大きいもの 、所々に磨った痕跡が見られる。 B区から出土し

( 3 )円盤状土製品

土器の破片を円形に打ち欠いたもので、遺構内外から67点出土(第152----155図)している。焼成 e

胎土@色調からほとんどが縄文時代中期後半のものである。径の大小で、 5類に分けた。

1類径が20-----29mmのもの 2点

2類径が30'"'-'39mmのもの13点

3 類径が40.~49rnrnのもの25点

4類径が50，.....__59mmのもの20点

5類 径が20----29rnrnのもの 7

参考文献

秋田県教育委員会 「東北横断自動車道秋田線発掘調査報告書rr -上ノ山 I遺跡・館野遺跡・上ノ wrr遺跡-J

秋田県文化財調査報告書第166集 1988. 3 
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第 2節 A区の調査の記録

第 2節 の の記録

は各氏のものを台わせると349基となり、柱穴(または柱穴状ピット)

なる。

S 233) 

との総計 J.... 
'-

A区で (SD 44軒、 (SN) 121墓、掘立柱建物跡 (SB)

18棟、 Tピット (SKT) 7 

を検出した。

(または柱穴状ピット)68基を合わせると362遺

5図、図版 3) 

と確認面JK090グリッド

〔重複関係〕重複は無い。

し、 した口

と壁溝と炉の有無〕平面形はほぼ円形で、炉を有する。壁溝は検出されなかった。

@床面の状況、壁高〕壁は緩やかに立ち上がり、壁高は0.22mである。床面は平らで、非常に

硬くしっかりしている。

長軸2，9，5mx短軸2.78m面積6.33m2

である。

床面で 5本、壁で 1本の計 6本 (P1 ~P 6 )を検出し

られ、径22mr-31nlの円形で、深さは 9111"'-'12111で、あるが、 P4は56111と

のところにピット P6 均三あり、 SI0 1 より奈庁し ~ìO

4層にう子層した。

〔が跡J(第 5図)

炉の

77mで、

ある。

ある c

7 
YO  

×短軸0.33m、く

埋土の状況 l層は H層下部に由来する自然、堆積土、 2• 3層は

的埋土と考える。炉の埋土は、炉の中と炉の南東側掘込み部にi宮山とi可じ

はP1---.， P4の 4本と

~ ¥。 北側の壁より内側20cm

長軸0.4 短軸0.38mで、

班層に由来する

られ、炉の中には

同時に磯が入れられており、意識的な うかがえる。炉の中の礁は焼けていない。

(/ち土遺物J (第錦、 147、156図、図版70、96)

2層上部より比較的大きな土器片を検出した。出土遺物は 2層の中程より上部の万に多い。

面的にはほぼ全面から検出している。縄文土器11点(1 r-._， 11)、軽石製の有孔石製品 1点 (S1)、

(S 8入フレーク 1 e 日が 2点 (89) (8 出土し
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第 4章調査の記録

は炉や埋土の土器から )-
にー“ られる。

〔検出位置と

5図、 l玄i版 4) 

KL89 @ 90、K1¥I1896 90のグリッドに位置し、 W層地山で確認した。

南側の8B03 と重複し本遺構が新し ~\o

[平面形と壁溝と炉の有無〕平面形はほぼ円形で、炉を有する。壁溝は検出されなかっ

e 床面の状況、患高〕壁は緩やかに立ち上がり、壁高は 6cmで、ある。床面は平らである。

〔規模〕長軸3.77m><短軸3.50mで面積は10.76m2である。

〔柱穴〕確認されなかった。

〔埋土の状況J5層に分麗した。

〔炉跡J(第 6図)

炉の位置住居の中央部
。

7
9
 

形態石図炉である O

長軸0.73x短軸0.49111で、ある。

埋土の状況 赤培褐土のみで、焼土粒30%混入し、粘性穆締まりが強い。

〔出土遺物J(第88、89図、図版90)

遺物は総数で32点。大半は縄文土器であるが一部、剥片が混じる。縄文土器を10点図示(12'"'-'21)し

た。このうち炉内出土土器は 3点である。

本住居跡の構築時期は出土土器より中期後半と考えられる。

8115竪穴住居跡(第 6図、図肢ム 5) 

〔検出位置と確認面JKO = KN89グリッドに位霞し、 N層地山面で確認したG

〔重複関係J8B20と南西側で切り合うが、新!日は不明である。

〔平面形と壁溝と炉の有無〕根による撹乱が大きいが、平面形は円形プランで、中央よりやや東南に、

炉を確認した。

〔壁@床面の状況、壁高〕壁は緩やかに立ち上がり、底@壁ともに凹凸が激しい。壁の高さは10cmで

ある。床面は平らで、 に硬くしっかりしている。

〔規模〕長軸2.46x短軸2.32m、面積4.76rriである。

〔柱穴〕柱穴は炉を挟んで北東診南西方向に 2基検出。径17，..._，22cm、深さ 17cmで、ある。

〔埋土の状況J4層に分層した。埋土は大きく分けて 3種類あり、床面に近い膳ほどi笹山の混入が多

くなる。援の崩落が 2度あった後、黒褐色土の堆積が見られる。全体的に根による撹乱がひどい。

〔炉跡J(第 6図)

住居の南東側 る。

形態土器埋設掘込み炉である。

規模長軸0.48mx短軸0.4m

の状況 炉内は土器の周囲に非常に硬く締まった焼土がみられ、土器内には焼土粒を含

む、暗褐色土が入り込んで・いる。
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〔出土造物〕 156、157図、図版76、90)

は総数で51点。 あり、他 の剥片である。その他に炉に伴し されfこ

文土器

器が検出され

ともになし入炉の東側に集中して裾えられていたと思われる

(22"'30)、磨石 l点 (811)、蔽石 l点 (8 、ブレーク H

製)が] した。

は より中期後半と られる。

?図、図版 6) 

〔検出位置と確認面JKN89グリッドに し、 IV地山上面で確認した。広範囲にわたり焼土が検出

され、 してい

〔重複関係〕 は無い。

と壁溝と炉の官僚〕平i昔日三は円形で、確認、面で焼土が広範囲にわたりみられ

@床面の状況、壁高〕床面はやや凹凸があり。壁はゆるやかに立ちあがり、援高は 8cmで、ある。

〔規模〕長軸2.60mx短軸2ι5111で、語種で、ある。

〔柱穴〕柱穴は炉脇の窓際で 1墓 (P1 )が検出された。 径23cmで深さ21cmである。

〔埋土の状況J13層に分層した。焼失の際に堆積したと考えられ焼土が広範聞に入り組んで混入する。

また、壁際には焼失で崩溶したとみられる麗が検出され、その後暗褐色土が堆積する。

〔炉跡J(第?図)

炉の位置 住居の南側に位置する。

形態 複式伊である。地山を硬く締めた土手状のものが局固に巡る。

規模 全長1.3mでくぼみ部と土器埋設部からなる。土器埋設部は長軸0.36m><短軸0.27mで

ある。

状況 10層に分層した。炉内はミ土器を据えた、掘込みでは土器の周りに火熱を受け

た地山がめぐる。 土器内部は底に焼土がみられその上は、

〔出土遺物J(第89、90、91、147、156、157問、図版旬、 90)

炉内北側より口縁@底部のない縄文土器が出土した。)毒物は総数57点。

司プ

g"  

は縄文土器で特に集中す

る所が無く、全体lこ分布している。炉内の埋設土器は口縁 e 底部を欠援していた。外は火熱を受け

赤味をび、内面は底部に近い位置で煤が付着している。縄文土器は11点、有孔石製品 1

(8 2入石話史上布、 (813)、白石が 1点 (814)、フレーク百が 3点 (816--..-18 いずれも

製)出土した。

本住居跡の構築時期は炉内の埋設土器や埋土出土土器より中期後半の大木10式期の古段階に践する

と推定される。

8I24竪穴住居跡(第七 9図、図版人 8) 

と確認面JK087. 88グリッドに位置し、 IVt笹山で確認した。

〔重複関係〕暗褐色土の円形プランO 南側で8I94と切り合う。西側

側で8I94を切り南東側で8K124に切られる。

27 
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第 4章調査の記録

〔平市形と壁溝と炉の有無〕平面形は円形である。中央より南東側に、炉を上下で検出した。

上部の炉は、石間土器埋設複式炉で床面より高い位置に地山上を貼って作られている。

下部の炉は、住居構築時のもので石西部 とくぼみ部で、 t部の炉を石囲部の

を変えずに作り直したものと思われ、 されなかった。周溝は途切れながらも全周し、

7 '""22cm、深さ 2'"'-'18cmである。

@床面の状況、壁高〕壁は緩やかに立ち上がり、 とも凹凸はやや少なし ¥0 は8cmで¥

らである。

〔規模〕長軸4.36m><短軸3.91(推定)111で、面積は (13.19rrf) である。

〔柱穴〕南東側に、ピット状の凹みが検出された。柱穴は、 6 本検出された (Pl~P6)。

〔埋士の状況J11層に分層した。このうち主柱穴は P3，._， P5の3本と思われる。径は20cm，.....，35cmで、

深さは19~26cmで、ある。複式炉の壁際中央部には支柱と考えられる P 1があり、径37cmで、深さ 10cmで、

ある。

ぴ;戸跡J(第 8悶)

炉の位置 {主屈の南東側に位置する。

形態 上部は石間土器埋設模式炉で、ある。

規模 上部の炉は全長2.00111で、石間土器埋設部+くぼみ部である。五回土器埋設部は長軸

0.82m x短軸0.781TIo くぼみ部の長軸1.56mx 1.22111で、ある。

埋土の状況 5層に分麗した。炉が上下で、検出されたため、下部の炉埋土上に、地山を閉め

て敷いたかと思われる土があり、その上に、上部の炉を検出した。

〔出土遺物J(第91、92、152、149、157図、図版79、90)

遺物は総数209点で、大半は縄文土器である。北東端では、覆土中より、大木 9式のミニチュア

が l点出土した。また、北東部床面から縄文土器を割った破片(約20cm程)が、意図的に、 5段に

られた状態で出土した。{也に、炉内の埋設土器がある。

縄文土器20点 (41.-~61入うち炉内より 6 点出土 (42 : 46 e 47 : 49 " 54 " 58) した。他に円盤状 L

1点、 (893)、掻器 1)点 (S19)、鋸歯状石器 1点 (S20)、磨石 l点 (S24入フレーク豆(黒曜石)

1点 (S21人 ミニチュア土器 2点 (862、863)が出土した。

本住居跡の構築時期は埋設上器より中期中葉の大木 8b式期と考えられる。

8I35竪穴住居跡(第 9図、図版10)

と確認面JKM86. 87 • 88、KN86 • 87 D 88グリッド

〔重複関係J8K34と重複し、本選構が新しし ¥0

し した。

〔平面形と控溝と炉の有無〕ほぼ円形で、 W層上面から砂磯を含む層まで掘っており、南東壁際に炉

が存在する。壁溝はほぼ全周するが西側で部分的に途切れる。北側床面には長さほぼ 3mの溝が存在

することから本住居は建替え時に拡張されたものと判断する。壁溝の幅10'"""25 cm、深さ 4'""" 18cmであ

る。

@床面の状況、壁高〕壁の下方はしっかりしているが、上部は風化等の影響で下部よりもろい。

はしっかりした地山面非常に硬い。度高は20'"""25 cmで、ある。
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〔規模〕長軸6.53m><短軸6.00m、面積29.86nfである。

〔柱穴〕柱穴はお本 (P1 '"" P13)検出した。径は14"'30側、深さは 7'"'-' 58crnでP5が深さ 7crnと浅

い。主柱穴は P1 ，， 2 7 e 8 e 12の5本と考えられる。径は20，__，30crnで、深さは18'"'-'58cmで、ある。

P 1. 2が58cmと深い。炉の南西 e 北東にある柱穴は深さ50cmと深い。他の柱穴は10，-....，15cmとほぼ同

じ深さである。

〔埋土の状況J3層iこ分層した。

〔炉跡J(第10区1)

炉の位置 住居の南東部に位置する。

形態石間複式炉である。

規模 全長2.77111 ノ石|翌日日長軸1.02111><短軸0.9m、くぼみ部長軸1.87m><短軸1.59m

理土の状況 炉はさらに地山を掘込んでいる。炉に埋設土器はない。 3層は軍属もしくは1'1

に由来する土で、炉の部分を埋めたもので 2層との境はあまり明瞭ではない。 い 2層は自然堆積

と判断した。炉は共通して使用されたと思われる。埋設土器の抜き取り痕は見つからなかった。炉の

の礁には火を受けた痕があった。火を焚いたと思われる磯を含む地山岳は深さ 2~ 3 cmにわたり

赤変している。住居を廃棄する時、炉をきちんと埋めている。

(出土造物J (第旬、旬、 152、157、158図、図版90)

遺物は埋土の上半からほとんど出土し、床面に近くなるにしたがい少ない。炉の埋土からも少しであ

るが出土している。縄文土器20点 (62---81-うち炉内より 2点65e 79)、円盤状土製品が炉内より l

点 (894入石核 1点(S25)、石皿 1点 (S31)、フレーク 1.. II 4点 (S26~30)、石鍛 2 点 (S 22、

S 23)が出土した。

本住居跡の構築時期は炉や埋土出土土器より中期中半の大木 8b式期と考えられる。

8175竪穴住民跡(第 9図、図版10)

〔検出位置と確認、面JKJ¥lI" KN88グリッド し、 IV層上田で確認した。

〔重複関係J8135と重複しており、 8135より百l'o

〔平面形と壁溝と炉の有無J8135の北側で壁溝の一部のみを確認した。その規模は幅10'"'-'18cm、深さ

2 '̂"-' 8 cmである。

8138竪穴住居跡(第11、12図、図版11)

〔検出位置JKK88. 89グリッドに位讃し、地山で検出した。

〔重複関係J8143、8K45• 46 • 56と重複している。住居新!日関係は、 8138より 8143が古い。他に、

8138南西部で8K46と、 8138北側床面で8K45と重複しており 8138が古い。他に床面で8K56とも重複し、

8138が古い。

と睦溝と炉の有無〕平面形は隅丸方形で、被式炉を有する。周溝はほぼ全周し幅 7---40cm、

深さ 4---18cmである。

e床面の状況、 ち上がり、 は13cmである。床面は平らで非常に硬くしっか

りしている。
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〔規模〕長軸5.25(推定)m 短軸4.31m 面積は19.52rrfである。

〔柱穴〕主柱穴は 5本と思われる。 P3'"'"'P7は8K46の構築によって壊されたと 。。 斗」山

地山層下の磯層まで掘りこまれている。主柱穴の待はお~50CIll、深さ 37 ，...，_， 49cmで、ある。

〔埋土の状況J19属に分属した。比較的 3層中で小規模な焼土を検出した。土層はベルト

ラインでお層に分層し (1~ 4層はそれぞれ対応入 3J語、 4J語を掘りこんで構築した8K45の上

部断面がきれいにベルトに観察できた。(南北ライン8PC-Dの11.12.13層)。堆積状況は8I38G 43共に

自然堆積である。なお埋土中に20~30cm程の自然、石が 6 個あったが、いずれも堆積の際に入りこんだ

ものと思われる。

〔炉跡J(第13図)

住居の南西側に位置する。

形態 石図土器埋設複式炉である。炉のくぼみ部に柱穴 (P1 )がある。規模は直径17cm、

深さ26cmでえある。

規模全長1.97rn、土器埋設部長軸0.46mX短軸0.41m、 長軸0.75m>< 0.75m、くぼみ

部長軸1.13mX短軸0.6mである。

埋土の状況 住居北部に地床炉、 ら中心に向かっ ある。

られる。上位の磯は熱の影響を上位には多くの磯がある。炉廃棄の際これら多くの磯を入れたと

受けていない。複式炉は一部機層まで掘りこんでおり、土器埋設部については磯層をさらに15cm程掘

りドげて土器を設置している。接式炉の断面においては、複式炉に伴う柱穴の層、

めてお層に分!脅した。複式炉埋設士器内の士は、上層がにぷい赤褐色土である他は、底部までの炭化

物層である。複式炉内にある柱穴は (P1) 3層下でプラン確認でき、 3層下から掘込んでいること

から、複式炉 1~ 3 }蓄は、複式炉の覆土であると思われる。

(出土遺物J(第93、94、152、158、159図、図版77、91)

遺物の取り上げでは、 330点を超え(小片を含む入多めではあるが、この中には、 8I43、8K46号 450 

56の切り合いによる遺物も含まれている。 8138では、複式炉の土器を除いでまとまって していな

い(小片多し)。石器は土器に較べ震が少ないが、石錐、鼓石、黒曜石等出土している。主柱穴P1 

内からは、土器片出土、他に主住穴P3より石器2点出土している。複式炉の埋設土器は、口

部が無いが、しっかりした土器である。

した遺物は、縄文土器23点 104、うち炉内より

(895 e 896)、石嫉 l点 (332)、石錐 1点 (333)掻器 2

石錘 1点 (341)、磨製石斧上布、 (340)、石核(黒曜石製)1 

うち1:戸内より 2

(334、36入鋸歯状石器 1点 (3 、

(342)、フレーク 1・立

3点 (337~39) 出土した。

本住居跡の構築時期は出土土器より中期後半の大木 9式期の古段階と考えられる。

8I41竪穴住居跡(第13、14図、図版61)

〔検出位震と確認面JKJ88 • 89グリッド

〔重複関係J8169、8167、8B246と

可能性があるが判然としなし、

し即騒下面で確認した。

る。 8169より新しし 8167より古い。 8B246が一番新しい
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と壊、涯と炉の有無J平面形はほぼ楕円形と推定される。炉、援溝は検出されなかったo

e床面の状況、壁高〕壁は緩やかに立ち上がり、軍高は 8cmで、ある。床面は平らである。

[m模〕長袖残存部3.70111 短軸残存部1.16mである。

〔柱穴〕床面で 7本検出した。主柱穴は全体のプランが不明のため判然としない。規模は径12，.....，20cm、

さ7----17 cmである。

〔埋土の状況J4震に分層し

〔炉跡〕干会出されなかった。

(第弘、 159図、図版91)

縄文土器14点(105~118) 、

しfこG

l点 (843入フレーク II1点 (8 、円盤状土製品 l点 (897)が

本住居跡の構築時期は出土土器より中期後半大木 9式期の新段階と考えられる。

図版61)

と確認面JKJ88 G 89グ 1)ッドに位置し、謹層下で8141掘り下げ中に床面で確認した。

〔重複関係J8141、8B246と重複している。 8141のための土層観察用べjレトの法rr窃で、立ち上がりを

したのもで8141より新しい。 8B246も本遺構より新しいと思われる。

〔平面形と壁溝と炉の有無〕全体の 1/4ほどの残存で全容は不明であるが、残存部の形から平面形

はほぼ円形と推定される。 81のほぼ中央より南西方向に炉がある。壁溝の 111記7，..__，18cm、深さ 4，..._，12cm

である。

。床面の状況、壁高〕援は緩やかに立ち上がり、壁高12cmで、ある。床面は平らである。

〔規模〕長軸残存部3.05mx短軸3.34mで、面積は8.89m2
で‘ある。

〔柱穴〕住居内で11本 (p1 ~ P 11)検出した。大きさ、深さ、並びから P1 0 2 • 4 0 6 • 9 0 10 

の計 7本を主柱穴と推定した。これらの規模は径20'"'-'40cm、深さ 12cm'"'"'24cmで、ある。

〔埋土の状況J6層に分麗した。

〔炉跡J(第14、15図)

炉の位置 南西方向に位置する。

形態土器埋設複式炉である。

で埋めてから掘込み部を構築している。

を思設する際に大きめに掘り、 を据えた跡に地山土

×短軸0.25111、石聞きちの長軸0.58m><短軸0.52m、

くぼみ部の長軸1.0mX短軸0.36mである。

埋土の状況 15属に分麗した。炉の埋土から、

〔出土遺物J(第99、100、101-..152、161図、図版78)

ブレークがやや多く出土している。

にめぐり底部はないが、口縁を上にして土器片を敷いた状態で出土した。

縄文土器(うち炉内から5点出土)46点(192'"'-'237)、円盤状土製品 1点 (902)、フレーク 1(黒曜石)o 

II(黒耀お)14点 (860'"'-'74)出土した。

本住居跡の構築時期は出土土器より中期後半大木10式期の古段階と考えられる。
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第 4章調査の記録

14図)

と確認面JKJ89グリッドに位置し、亜

L '量績が古い口

した。

全体の 1/4ほどの残存であるが、平面形はほぼ円形と される。

は検出されなかっ

状況、壁高〕壁は緩く立ちとがり、壁の高さは12crnである。

ト C~CI上に8141の壁の立ち上がりを確認したものである。

(規模〕長軸残存部2.24m 短軸残存部1.32m

〔柱穴〕床面で 3本を検出した。

〔埋土の状況J5層に分!議した。

〔炉跡〕検出されなかった。

〔出土遺物J(第102図、図版93)

当初8141として、遺物を取り上げしていたため、

は平らで、 、
/

J
1
 

0

司、
斗パー

まで8141として取り上 け

2点、 (241、242)出土した。

本住居跡の構築時期は出土 i二器より !- られる。

8142竪穴住居跡(第15図、図版13)

〔検出位置と確認面JK186グリッドに位置し、車層面上、 IV層(地山)上面で確認した。

〔重複関係〕丙端の壁寄り(推定)tこ8149のd炉が、南東方向壁際にもう l基検出(炉のみ)した。出

ら8142は大木 9式期の新段階、 8149は大木10式惑の古段階であるから8142の方が古い。

8142の西に小土坑状の P4~6 があるが、

新!日不明である。

〔平面形と壁溝と炉の有無〕西側の半分以上はプラン不明である

より事庁しい。 8B242と しているが状況的には

はほぼ円形であろう。炉を

る。壁議は検!と臼されなかった。

e床面の状況、監高〕援は東側の部分でわずかにに立ち

らである。

〔規模〕長紬残存部3.23mX

りが確認さ 3C111で、ある。

残存部3.07111推定 .78 

6 本検出したn このうち本住居跡に伴うと思われるものは三本(Pl~P3

20crn、深さ 7，----12 crnである。なお、西端部にある小土坑状のよ童1:1去を必死;P4_， 6としているが

聞によると P4~6

〔埋土の状況J8 

〔炉跡J(第16図)

より新しし'0

した。

住居の中央からわずか西寄りに位置する。

形態 右四土器埋設炉で、理設土器の西側に石囲部がある。

規模長軸0.62mx短軸0.4111である。

埋土の状況 2層に分属した。土器の北西方向に焼土を合む。

〔出土遺物J(第弘、 95、159図、図版打、 91)
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第 2節 A区の調査の記録

6 点(119~ 、 1点 (S が出土した。

lま より中期後半の大木 9式期の新段階と考えられる。

8143竪穴住居跡(第16図、図版11、

〔検出位置と確認面JKJ88 89グリソドに

たものである。

し、地山@ の広がりとして し

8138の広がりとして認識していたが壁面及び床面の検出によって、 8138とは5]1jの住居

であると判断したものである。 8138に西側が切られて東側のみの検出である。西側半分以上が8138で

切られ、さらに北側床面には8K56が重複している。 8K56は晩期の遺構である。

〔平田形と壁溝と炉の有無〕西側半分が8138で削除されているが、ほぼ円形を呈していたものと思わ

れる。南壁側で炉が確認された。嬰溝は無い。

@床面の状況、壁高〕床面は8138との間に段差がみられ、 8143の床面が8138より 5cm棺高い。

面は平坦で、壁高は20cmである。

長軸4.00mで短軸の残存部1.24mである。

〔柱穴〕炉の燃焼部が8138の主杵穴P3で切られている。 8138主柱穴P3構築の時除去したものか、

最初から熊liものかは不明である。 8143の複式炉に 3本の柱穴を検出したが、 8143の主柱穴は検出で

きなかった。 3本の柱穴の径は13'"'-'20cm、深さは17~22cmである。

〔埋土の状況J3層に分層した。培褐色土が主たる層で、上層と下層で 2層に分かれ、さらに東側壁

面に自然、崩落のものと思われる層が確認できた。

〔炉跡J(第17図)

炉の位置 住居の南西側に位置する。

形態石囲複式炉である。

の層には、地山粒が多く混入している。

規模全長1.64m 石囲部長軸0.82mx短軸0.67m くぼみ部長軸1.61mx短軸0.97m

埋土の状況 複式炉の覆土は 3層に分かれ、自然崩落と思われる層(3層)も確認。

南側に複式炉があるが、炉i新聞には、土器を埋めたと思わせるような層は見あたらなかった。

〔出土遺物J(第町、 152、159図、図版91)

床面までの覆土中で50点程出土している。しかし、まとまった土器はなく、いずれも小片である。

らは、 12点出土した。縄文土器10点(125，-._，134うち炉内より 9点入円盤状土製品 2点 (898、

899)、山み石 2点Sど目、 46入尖頭器 1点 (S48)図示した。

本住居跡、の構築時期は出土土器より中期後半の大木 9式期の新段階と考えられる。

8149竪穴住居跡(第17図、図版12)

〔検出位置と確認面JK185. 86グリッドに位置し、 IV層上面で確認した。 8142を精査中、南東方向に

配石の無い焼土を伴う埋設土器を確認。地山面で、の確認のためか援は検出されなかった。

〔重複関係〕炉埋設土器から8142が大木 9式期新段階、 8149が大木10式期古段階であるから8149の炉

が新しいと思われる。

と樫潜と 炉のみ ランは不明である。
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第 4章調査の記録

〔炉跡J(第17図、図版12)

形態土器埋設炉である。

長軸0.42111 短軸0.34111で、ある。土器は部分的 一

理土の状況 黒褐色土の中に焼土粒が混入している。

[出土遺物](第句、 96図、図版91)

炉の中の埋設土器は、内:外 2つ芹在しており、よ器の中に土器を押し入れたような状態で 2っとも

iO 埋設土器が 6点出土した。

本住居跡の構築時期は出土土器より中期後半大木10式期の古段階と考えられる。

されていた。

8151竪穴住居跡(第18、19図、凶版14)

〔検出位謹と確認問JK184 e 85， KJ84. 85グリッドに位置し、理 した。

〔重複関係〕南東側で8188と8B136が重複しミ 8151より 8188が古く、 8B136が新しい zコまた南側に

8158カ三あり 8B136はこオ1よりも奈庁しし ¥0

〔平面形と援溝と炉の有無〕平面形はほぼ円形で、複式イ;戸を有する。床面に 3条の壁溝がみえること

から二回建替が行われている。埋土や検出状態から拡張し、外側の堅溝が最後のものと思われる。

e 床面の状況、壁高)援は急、に立ち上がり、床面は平らである。援高は12cmである。

〔規模〕長軸5.13(推定)mX短軸4.25m 面積17.77rrfである。

〔柱穴〕床面で14本検出した。

〔埋土の状況J15窟に分層した。

〔炉跡J(第19函)

炉の位置 土器埋設炉が東西に 2基並び81の西側にくぼみ部が位置する。

形態 土器埋設複式炉である。土器埋設部lこは十が 2f同体開設されている。

器周辺にある焼土の存在から土器は河時使用されていたものである O

規模 全長2.50m、土器埋設部十石間部の長車Ifl1.50m 短軸0.69m、くぼみ部長軸1.0m

軸1.02mである。

埋土の状況 に分属した。

〔出土遺物J (第%、 97、98、159、160図、図版77、91、92)

ベルトの交差部分、床面より、口縁部土器片が出土した。

(うち炉内より6点) C141~178) 、 円盤状士製品 l

(S 53)、掻器 1点 (S52)、石血 2点 (S51、54)、鼓石 1

(900)、石匙 1

(S 56)、石倣 1

( S 50)、

(S 49)を

1 

し

fこO

本住居跡の構築時期は より中期後半の大木 9式期の新段階と考えられる。

8188竪穴住居跡(国版14)

〔検出位置と確認面JK183. 84グリッドに位置し、国

〔重複関係〕北側で8151と重複しており、 8188が古い。

〔平面形と壁溝と炉の有無〕半面Jt5はほぼ円形で、 81の北西方向に、

した。

o
 

z
一

ω
は検出され
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なかった。

@床面の状況、

〔規槙〕長制]2.92m

〔柱穴J 2本検出した。

〔埋士の状況〕根による

〔炉跡J(第20図)

炉の位置 住居の北西側に位置する。中の凹みの北西側に焼土がみられる。

形態 石回複式炉である。 8151によってくぼみ部が壊されたと判断した。中の凹みの北西側

はやや急に立ち上がり、壁高は12cm、床面は平坦である。

残存部2.04111で面積5.88 で、ある。

は待18~30cmで、深さ 10""-'15cmである。

しいが日埋土には焼土や炭化物がやや混入している。

に焼土がみられる。

規模長軸0.47m >(短軸0.441nである。

埋土の状況 7震に分層した。 地山粘土や焼土ブロック

〔出土遺物J(第110、168肉、図版94)

に含まれる。

3 点 (384~386) 、

立が l点(S 152)出土した。

は出士十器より中期後半の大木10式期の古段階と考えられる。

l点 (S151入石倣 1点 (S149入掻器 1点(150)、フレーク

8153竪穴住居跡(第20図、図版15)

〔検出位置と確認面JK182グリッド し、 N層で確認した。炉のみの確認である。

ぺ重複関係J8168(炉のみ)と重複している。

[平面形と壁溝と炉の有無〕炉のみの確認で壁溝や援の立ち上がりは無かった。

〔壁@床面の状況、壁高〕炉の西側に非常に闘い凹凸があったが、床面と確認するに

〔炉跡J(第20図、図版15)

形態 石囲炉である。石の下にはわずかに掘込みがあり、炉内には径24cmの焼土が検出され

らなかった。

。
た

規模長軸0.71m 短軸0.43mで深さは0.06mである。

埋土の状況 l麗に分属した。

〔出土遺物J(第錦、 152図、図版78、92、97)

4点、(179'"'-'182うち炉内より 2点入円盤状土製品 l点 (901)出土した。

本住居跡の構築時期は出土土器より中W3後半大木10式期の新段階と考えられる。

8155竪穴住居跡(第20図、図版16)

と確認商JKM84、KN84グリッドに位置し、地山面で確認した。

〔重複関係〕東端で8K72重複し、 8155が新しい。

〔平岡形と壁溝と炉の有無〕平面形は円形で、南側に炉を確認した。土器は埋設されている。周i井iに

は石がめぐるが、半数程しか残っていない。炉の北側に地山をかたく粘土状に締めた盛り上がりがみ

られる。

@床面の状況、 = /0干は凹凸が少な ~\o はlOcmで、ある。
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〔規模〕長軸2.60111 短軸2.50111 面積は5.24niである。

〔柱穴〕床面で 5 本検出した。規模は16~30側、深さは9 ，......， 18cmで、ある。炉脇の Pし P2は杵プミと

推定とされるが、{也の 3本は、配置からは特定できなし'0

〔埋土の状況J3層に分層した。地山ブロックが多く混入している。

〔炉跡J(第21図)

。
ァ
Q

形態 石西土器埋設複式炉である。 周りには焼土が見られ、 には煤が付

している。

規模長軸0.59111X短軸0.:38mである。

埋土の状況 2 J麗に分!脅した。人為的に埋め戻されたとみられ、暗褐色土に地山ブッロク、

黒褐色土が見られる。

〔出土遺物J(第郎、 160図、図版78、92)

遺物は総数で16点。大半は縄文土器であり他は剥片石器である。その他に、北側に一括の土器、炉内

に;埋設土器(報告書未掲載)がみられる。縄文土器 4 点(183~186)、掻器 (S 出土した。

本住居跡の構築時期は出土土器より中期後半大木10式期の古段階と考えられる。

8157竪穴住居跡(第21図、図版17)

〔検出位置と確認面JKJ82.83，KK82グリッド

〔重複関係〕重複は無い。

〔平面形と壁溝と炉の有無)平面形は円形で、複式炉をもっ。壁溝は確認されなかった。

し、 N層上で確認した。

e 床面の状況、壁高〕壁は緩やかに立ち tがり、壁高は10cmで、ある。床面は平らである。

〔規模〕長袖2.77mX短軸2.75mで面積は5.74niで、ある。

〔柱穴〕床面で 2本検出した。径は22'""'"'35cmである。

〔埋土の状況J 6麗に分層した。 1e 4麗に焼二te 地山粒が多く混入している。

自然堆積と思われる。

〔炉跡J(第21図)

炉の位置 住居の北西側に位置する。

形態 土器埋設複式炉である。土器埋設部とくぼみ部、わずかな掘込みからなる。

1.30m、土器明設部長軸0.34m 0.3n1、掘込み部長軸0.47m 短~IrÐO.:36m ，く

ぼみ部長軸0.8mX短軸0.6111で、ある。

埋土の状況 8層に分層した。埋設土器の外面には焼土が巡る。

〔出土遺物J (第99、146、161図、図版78、旬、 98)

り

炉内の土器は粗製土器である。縄文土器 2点(187、188)、

lffi1点 (S58)出土した。

本住居跡の構築時期は

1点 (S57)、 l点 (849)、

より中期後半と考えられる。
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8158f黒穴住居跡(第22図、図版18)

〔検出位置と確認面JK18シKJ83グリッド し、 N層上面で黒褐色のプランを穫認した。

l '0 

〔平面形と壁溝と炉の有無〕平面形はほぼ円形で、炉と壁溝を有する 0

16cmで、ある。

e 床面の状況、 は急に立ち上がり、床面は平らである。

c規模〕長軸3.65mX短軸2.63mで面積7.20niである。

〔柱穴〕床面で 4墓、壁で 6本計10本を検出した。

は幅 8，...，__22cm、深さ 4'""

は12cmである。

〔埋土の状況J11層に

〔炉跡J(第22図)

した。 9-10層には地山粒が多く混入している。

炉の位置 住居の西援に取り付く。

形態 複式炉である。石間部とくぼみ部で構成されており、石間部に焼土が見られる。

規模全長1.67mで、石西部長軸0.65m~'<短軸0 .46m、くぼみ部長軸1.22m X短軸1.02mで、

ある。

埋土の状況 3層に分!麗した。

〔出上遺物J(第99、161図、図版92)

石器 5点，ごと器20点が出土した。縄文土器 3点(189'"'-'191)、石匙 l点 (S59)を図示した。

本住居跡の構築時期は出土土器より中期後半の大木 9式期と推定する。

8168竪穴住居跡(第23図、図版15)

〔検出位置と確認、商JK182グリッドに位置し、 IV層で確認した。

〔重複関係〕炉のみ確認された。 8153と西隣している。

〔平面形と壁溝と炉の有無)炉のみが検出されたもので壁や壁溝は検出されなかった。本選構や8153

周辺はやや高くなっており、両遺構がこの場所ではその輪郭が判然としないことから、壁や柱穴が削

平され、炉のみが残った可能性が高い。

〔炉跡J(第23図、図版15)

形態 土器埋設石間炉である。土器は炉の南側に約450
斜めに埋設され、それから 3方向に

円形に石が配され、 と石の中央には焼土が見られる。

規模長軸0.67m 短軸0.62mである。

埋土の状況 7層に分層した。地山粒や炭化物粒子の混入騒が多い。

〔出土遺物J(第101、102、162図、図版78)

(部分的に三重のところもあり)になっており、明らかに模様の異なる土器伺芯であ

り、同一の個体がつぶれて二重になったものではない。埋設された縄文土器 3点 (238""'240)、山石

1点 (S75)が出土した。

本住居跡の構築時期は炉出土土器より中期後半の大木10式期の新段階と考えられる。
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8170竪穴住居跡(第23、24図、図版19)

〔検出位置と確認面JK1¥1I81. KN81グリッドに位置し、
。

たーし

8I108 ~ 87と重複する。又、 8Kなどとの重複も多く、西壁付近で e

付近で8K121と、さらに床面で8K110e 111と重複している。住居跡南東部床面にて検出した複式炉は、

前庭部@埋設土器の方向が180
0

逆のため、もうひとつ別の81があることが判明(8170の東側で切り

う)したので8187とした。 8170は、 8187e 108より新ししぺ、他の8Kや8KPより古C¥0 

と壁溝と炉の有無〕平面形はほぼ円形で、壁溝、炉は検出されなかった。

状況、壁高〕壁は緩やかに立ち 1-.:iJ河、床面は平らで北側の j'"'-' く盛り

上がっている。壁高は15cmで=ある。

(規模〕長軸4.21mX程軸3.59mで面積12.88rdで、ある。

〔柱穴〕柱穴は3本確認された。その内 P3は壁面にあることから本遺構に伴う

る。その規模は径20'-"'"27cm、深さ39'""-'43cl11である。

〔埋土の状況J11層に分層した。

〔炉跡〕検出されなかった。床面に小規模な焼土AeBがあるが炉とは難しいものであり、炉はある

はP1 @ 2であ

いは8K110により壊されたものかもしれない。

〔出土遺物J(第102"103" 146、149、162、163図版78、93)

遺物の数は非常に多く、小片含めての取り tげ数は638を数える。 遺物は8170の中心より東側に集中

する傾向がある。凹石や石鉱も各 1点出土しているが、全体的に土器に比べて石器の出土が少ない。

主柱穴 P5内より中期の土器片 3点出土。 KM81.KN81付近 (A区南谷側)に黒褐色土の落ちこみと

して擁認したもので、落ちこみの西側に一括土器があった。底部等露出していた。 8170が廃棄され、

大部分が埋まった後に投棄文は流入した土器と推定される。縄文土器38点 (243r-../280)、ミニチュア

2点 (864、865)、土製品 1点、 (850)、石銭安 l点 (876)、磨石 1点(882)、四石 1点 (883)、ブレー

ク耳(うち 1点黒耀石)、 5点 (877'"'"'81、84)が出土した。

本住居跡の構築時期は出土土器より中期後半大木10式期の古段階と考えられる。

8174竪穴住毘跡(第25図、図版15)

〔検出位置と確認雨JKN85、K085グリッド

〔重複関係〕なし。

〔平面形と壁溝と炉の有無〕炉のみを検出した。壁溝は検出されなかった。

し、lVJ富下面で検出された。

〔柱穴〕炉の周囲には柱穴(400• 40い 404遺構配置図参照)が検出されているが、その配置や規模から

本遺構に伴うかどうか判然としない。しかし、炉は「複式炉」の形態をもつことから住居に構築され

た炉であったと判断した。

〔埋土の状況〕

〔炉跡J(第15図)

形態 石間複式炉である。くぼみ部と石囲部で構成される。

規模 全長1.27m 石囲部長軸0.6mX短軸0.51mでくぼみ部長軸0.67mX短軸0.65mであ

る。
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状況 4 J語に

円形のプランを確認した。

した。 IV層下面で、約25cm><約30cmの石と、その周囲を黒褐色土が楕

まで下げたところ小さい石の配列が確認され住居の石間炉と判断

した。

(第103図、図版93)

l点のみ (281)出土した。

は出土土器より中期後半と考えられる。

8179竪穴住居跡(第26図、図版20)

〔検出位置と確認面JKL • Kl¥II80グリッド し、 fvJ高地山上面で確認した。 8I83と合わせ、暗褐

色の中央がくびれた大きなひょうたん形のような広がりとして確認した。南側沢に落ち込む付近の境

は黒褐色となり不明瞭であった。

〔重複関係〕任問、 8K216e 217と重捜し、本遺構が8I83.. 8K216 e 217より古い。

〔平面形と壁溝と炉の有無J3/4位の残存であるが、平面形は円形をまするものと思われる。炉と周

溝を有する。周溝は炉の西側のみでの篠認であるが規模はIp言7"-'30cm， i架さ 7~13cmである。

@床面の状況、壁高〕壁は急に立ち上がり、床は平坦で8183より 30crn程高い床耐をもっ O 壁高は

16cmである。壁は北側で検出されているが南(沢)側では壁は検出されなかった。

〔規模)長軸残存部3.24mX短軸4.14(推定)111で、推定面積(14.23rrr)である O

〔柱穴〕柱穴は規模や配置状況から P5r--.-p8とした。規模は径18crnX 22cmで、 P7は詰Ij平されたた

めか深さ 3crnと浅いが、他は11，...._，22crnで、ある。 4本の可能性が高い。

〔埋土の状況J 2 J習に分層した。 1J蓄は地山プロックで 2J震の堆積状況とも勘案し、一度に埋め戻さ

たものと判断した。

〔炉跡J(第27図)

炉の位置 住居の北側に位置する O

形態 複式炉である。炉は完全に破壊された状態で検出された。炉中軸線壁際に深~iPit(40

cm X 22cm、深さ56cm)がある。

規模全長1.94m 石凶部長軸0.82mX短軸0.8m くぼみ部長軸1.20mX短軸1.14n1で軸線

方向はN-90-Vlである。

埋土の状況 2層に分層した。被っていた土は床面とほぼ同じ地山

(第103、104、152、163図、図版79、93、97)

縄文土器25点 (282，...._，306)、円盤状土製品 4点 (903，...._，906)、石匙 1点 (S88入掻器 2点 (S85、

92)、石血 1点 (S94)、ブレーク1I1点 (S89)出土した。

本住居跡の構築時期は出土土器より中期後半大木10式期の新段階かと推定される。

8I83竪穴住居跡(第26図、図版22)

〔検出位震と確認面JKK79.80， KL79.80.81グリッドに位置し、 IV層地山上面で確認した。南側沢

に落ち込む付近の境界は黒褐色となり解らなくなる。しかも、 SK84，8K85も見えているため、ます

ますj昆沌としていた。
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〔重複関係J8179ラ 8I151と にあり、 8179，より新しい。 8179，8I151の新旧はわから

ない。

〔平面形と と炉の有無〕やや南北に長い隅丸方形状を呈する。 は壁の周囲を巡るが北西部分

だけに無い。ここは入口の可能性もある。

東壌の内側に 2列見られることから

は幅 7---20cI1l、深さ 2，---24cmで炉を有する。壁溝は南

があったと思われる。

@床面の状況、壁高〕壁は急に立ち り、壁高はjヒー東 e西 {~IJ の壁で'30'""'-' 35cm、南(沢)側で10----

15cI11で、ある。 jヒe東@e:l3側の壁はi宮山を掘込んでいでしっかりしているが南側 となってい

て締まりは良くな ~\o 床面は地LlIを掘込んでいて、非常に固く締まっている。壁際には;30x 25cI11、

さ4cmのピット (P3 )と規模の小さいP1 e 2 (規模13x 16cm、深さ 7'""15cm)がある。壁高は34cmで軸

線方向はN-140 -Eである。

〔規模〕長軸5.55mX短軸5.01m、面積24.25ばである。

〔柱穴〕柱穴は基本的に6本と思われる。それより多い分の柱穴は地111を埋め戻したりしているもの

があるため、建て替え前のものかと思われる。柱穴は床面に11本検出したが、主柱穴は規模や配置状

況から P4 • 5 e 8 e 9 • 12 • 15と想定される。その規模は P4 • 5 は径22 ，...___ 24CIl1、深さ 38~39、 P

8 e 9の32""'49 cm、深さ49cmで、 P12 • 14は怪40'"'"54cm、深さ45-----48CI1lである。 Pll.討を除く他の

ピットは筏お'"'-'50c虫、深さ29-----43clllて、ある。 P12 • 15は17"-'25cm深さ 7，..._，30cmで・ある。

〔埋土の状況J9層に分層した。

〔炉跡J(第27図)

炉の位置 住居の西側に位置する。

形態 土器埋設複式炉(新炉)で、中央部で!日炉を検出した。

規模 全長2.31mで土器埋設部長軸0.36mx短軸0.31TI、土器埋設部十石囲部長軸1.48mx 

短軸0.73m、くぼみ部長軸2.37mx短紬0.88mである。!日炉は地床炉て、長軸1.0m、短軸0.44mで、ある。

埋土の状況 8層に分!脅した。一括埋め戻しである。埋設土器は 2っとも下半分に炭が詰まっ

ていた。炉Aの土器(正位に埋まっている)は雨水等の影響か土器の内側にそって暗褐色土の流入が

みられる。又、土器を蓋のように平に置いであることから埋め戻しも丁寧に行なわれたものと考える。

炉のほぼ中軸線上に東側床面で、見つかった炉がある。

〔その他〕

東側床面のi日炉にともなう住居の床面は、炉のレベルに比較すると、もっと

ため、新しい8183を造る際に古い住居の床面を掘り下げたと推定される。

〔出土遺物J(第106、107、149、153、165、166図、図版79、郎、 97)

ったと られる

埋設土器は 2基で、炉おは逆位、炉Aは正{立に埋めたものである。がAの西側に大きな長い磯を置き、

百の 1段低い所に底部の無い土器を逆位に埋めており、この煤付着部分と赤変部分を関にした中位

から前述の磯より小さめの細長い礁を埋めている。縄文土器19点 (330""348)で、このうち埋設土器

は炉A1点 (347) と炉B2点 (330，348)がある。この他ミニチュア土器 3点 (867""869)、円盤状土

製品 4点 (919""922)、石匙 1点(S 112)、掻器 4点 (S113""115、117)、石核(黒曜石)1点(S 123)、

フレークIl1点 (S106、 S116、S118"" 122)、黒耀石原石 1点(124)を図示した。

本住居跡の構築時期は埋設土器より、中期後半大木10式期の古段階と考えられる。

40 



第 2節 A区の調査の記録

KK8uグリッド し、 し

し し っていない円

J- 円形と され、 を検出し は11'長

さは9~17crnで、ある円

の状i兄三 Tヱ り、 は12crnである。床面 らであるc

〔規模〕長軸4.uum ある。

は 3 出した口、 さ 12-~19crnである。

した。

〔炉跡〕北西部で石囲部と思われる落ち込みを検出しているが、 8183と

は不明である。推定軸線方向はN-250

15u、175、176図、図版制、 98)

1点入ミニチュア 1点 (878入掻器 1点 (S231入フレーク豆 l点(S 232)が

されているため、

している。

は中期中葉の大木 8b式に比;とされる。

8I82竪穴住居跡(第28、29図、図版

〔検出位置と確認、面JKK81 =82， KL81 &82グリッドに罷し、 IV層 i二、 IV層上面で暗褐色の大きな

がりとして確認する。この他に南側にも培褐色の広がりがあり、初め重複関係のあるこっ以上の住居

跡と考えられ

8I150， 8I169と重複し、旧8I150→8I169→8I82新という新!日関係である G

〔平面形と壁溝と炉の有無〕平面形はほぼ円形で北東辺、南西辺が少し直線的になり、がを有する。

は確認出来たのは炉の北東側にあり 2条の短いものである。東の壁際に壁溝が控rr続的に続く。

a 床面の状況、壁高〕壁の深さは検出回まで30cm，.-..._，40cmである。床面は地山面で固くしまってい

る。 に向って少し低くなっている。

長軸5.81mx短軸5.27mで、面積20.90nfで=ある。

は24crnである。

は11本検出した。このうち はP2 3 @ 5 13と推定され炉く にP

1を検出した0

9 

〔埋土の状況〕炉は意識して埋めたと思われ、炉の部分はきっちりと締まりのある埋土で、ある。中で

も低い部分のくぼみ部は埋土に l番しまりがり、炉を理めた後に住居を埋めている。炉には径約35crn

は8I169に伴うものもあるようで、士出山 たものもある。 N-1700
… Eであ

の土器が埋められており、

われる。埠設十器の中に

め戻したものと考えられる。

〔炉跡J(第281翠)

周囲は赤変している。すぐ北西側の凹みも火 けfこ

に埋とともに土器が平らに いたりしているので、

KK81 e 82， KL81. 82グリッド る。

じ
じ
ρ

ム
向
日
心形 ある。
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全長2.60m、 .43m 短軸0.92m くぼみ部長軸1.85m .17m 

である。

の状況 81169の炉と思われるものが8I82の のすぐ南東側 かっている。

検出したのは8I82の炉を断ち害Ijった時である。 地山で被っていたため表面からは見えなかった。

8I169の土器を抜き取り炉を埋めてから8182の炉を構築したものと考えられる。

〔その他〕

炉に埋設され は、無文の土器であり しでもろくなっている。 8182は8I150を切っ

て作り、 8I169の上に作ったものと思われる。 81169と思われる古い炉の跡があり 81169を拡張して新

しくしたものであろう。

〔出土遺物J (第104、 105~ 146、 149、 152~ 153、163、164、165図、図版79、93、97)

住居の埋土からは万遍なく検出されている。縄文土器23点 (307"'-'329)でそのうち炉内より 2点(318、

322入ミニチュア l点 (866)、円盤状土製品 2点 (907，，，-，918)、土製品 1点 (851入掻器上点 (S95'-"" 

97入石剣 l点 (S98)、磨石 l点 (S107入石核(黒曜石川点 (S108入フレーク 1"立(内 3

(S 99~105、 S 109~ 111入石銭安 2点 (S86、87)、石錐 l点 (8如、 91)石箆 l点 (893)出十

した。

埋設土器は粗製で時期はわからないが、

式期と考えられる。

81150竪穴住居跡(第28図、図版21)

Lつ は中期後半の大木 5

〔検出位置と確認面〕五L81" 82グリッドに

りとして確認する。

し、 N地山層上国で確認した。 暗褐色の大きな広が

紅白、 81169と切り合っており、 81150が l番古い。

〔平面形と控溝と炉の有無〕平面形はほぼ円形と推定され、 'k戸を有する。

状況、蛍高〕蛍は急に立ち上がり、壁高は12cmで、床面

ているに過ぎない。

〔規模〕長軸5.05n1><短軸で、残存部1.40n1である。

〔柱穴〕床面で 4本、壁で 2本の言ト 8本を検出した。

〔埋土の状況J3屈に

にして、地山 e

〔炉跡J(第29図)

した。埋土は一括の埋め戻しである 0

9 炭化物粒子が混入してし 3る。

住居の南西側 る。

は検出されなかった。

らである。 1/:3弱が残っ

いこともあり lま

形態

みがある。

みの確認であるが北に隣接して土器の抜き取り痕の可能性のある柱穴状の掘込

にはくぼみ部らしい痕跡を残す楕円形の凹みあることから複式炉であったと推定して

おく。

規模全長2.08m 土器埋設部長軸0.45m><短軸0.38mである。 長軸0.72m><短軸0.46

m、くぼみ部長軸0.98m><短軸0.52mである。

状況 3屈に分屈した。炉は、 8I82の西側の床下で検出されている。ょっ
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吉I~が残っているに過ぎない。それも 8182構築時、地山土を被せたらしく、始めはぼんやりと赤変部分

る程度であった。被せたと思われる地山を削るとはっきりした赤変部分が表れた。主軸方向は

N 80 Eである。

〔出土遺物J(第123、175図、関版94)

2点 (463、464)、 1点 (S228入 掻 器 l点(S 229)、フレーク 11点(S 230) し

本住居跡の構築時期は より中期後半と考えられる。

8I169竪穴住居跡(第28、291辺、図版21)

と確認市JKL81e82グリッドに位置し、 8182の炉を断ち割っている特に埋設土器の掘り

の南東側下部に焼土と炭化物の入っている)蓄を検出して、 8182より古い住居跡があったことを確認し

S182より古く、 SI150よりは新しい。 SI169を拡張して8182を作ったものと推定する。

と睦濃と炉の有無〕部分的な残存で平面は不明で、壁溝、炉は検出されなかった。

@床面の状況、壁高〕堅はやや急に立ち上がり、壁高は 7crnである。床間は平らである。

〔柱穴〕地IlJ土で埋められた柱穴も見つかっているが、詳細は不明である。

〔炉跡〕検出されなかった。

〔出土遺物〕なし

重複状況や遺構配置状況から時期は中期後半で、 8182を一回り小さくしたような

S186竪穴住居跡(第30、31図、図版23)

と推定しておく。

〔検出位置と確認!一両日 KI • KJ • I¥]{79グリッドに

褐色土の落ちこみとして確認した。

し、 KI79，"-KK80グリッド付近に

単独の{主居跡であるが北方向へ拡張している。

[平田形と壁溝と炉の有無〕平田形は円形で、炉を有する。周溝は11I高8，...._，25crn、深さ 3，...._，13cmで、ある。

。床面の状況、監高〕壁は急、に立ち上がり、援高は28cmで床面は平らである。

〔規慎〕長軸5.10mX短軸5.02m、面積19.73niである。

〔柱穴〕新住居は 6本の柱穴 (P2 e 3、 P8 "-'11)、特に炉南隣の P2柱穴が54cmと特に深い。く

ぼみ部中央にピットが有る。くぼみ部壁ぎわに局溝あり。!日81の周溝にかさなるように柱穴を掘って

いる。旧住居:太くしっかりした周溝がめぐる。新況にくらべ小規模の柱穴 2本検出。新炉問様くぼ

ぎわに周溝が有る。

の状況J18層に分層した。埋設土器は廃棄の際に土器上部のみ除去している(底部有り)。

際地山土の混じったしっかりとした土で、硬く埋めている。

〔炉跡J(第31、32図)

住居の北西側 西側に している。

形態どちらも ある。どちらもくぼみ部にpitがある。新SIのものは21X 25 

cm、深さ25cml日SIのものは径16cmで さ18cmでもある。くぼみ部は硬くしまっている。
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長特0.80m 短軌O.50m、くぽ

長軸0.:37m 短軸0.28m、Ili出1.CH5mで、ある。[

車出O宥45111、

、J/ ， 

f豆車出0.87111て、ある。

の状況 1[1炉は 8層、新炉は 9揺に し は燥がわない 、くぼみ部

く締まっている。焼土は広く硬くしまっており、長期にわたって使用されている。

であるが、焼土が小さく薄い、 Il=l炉には新炉と異なり擦2何度用している。!日炉埋設土器内の土も

かれていた。覆土上層に焼土Aが有る。 81が埋まる過程で入ったものと忠われ、自然堆積である。

(第108、146、149、 166、167図、図版郎、弘、 97、98)

の西側をサブトレで精査中、床に近い埋土より 11靴型土器けが出土した。上下逆の状態で

し、他に伴う造物は無い。縄文上器18点(349'-""366 うち新炉内より 5点入ミニチュア土器 3 (870 

、円盤状土製品 4 点 (923-~926)、土製品 1 点 (852入掻器 l 点(S 125)、磨石 3点(S 131~~ 

133)、

(っち

旧炉の

( S 126)、

( S 127-..-130、S

は仁I::J期後半の大木 2
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8187竪穴住居跡(第33図)

(検出位置と確認面JKM 6 KN87グリッドに位置し確認した。炉のみ確認。 8170調査後、 8170の南

東床面にある複式炉の方向が180
0

逆であること、また、この炉の両サイドに柱穴がl本づ、つ対称的に

されていることも判明した。このため8187として独立させることとした。 81108との新!日は不明

であるが、他の切り合いのある

思われる。

の ら推測すると、 8187より 81108が古いように

明確なプランが判明しないため断定できないが、大部分8170で切られ、東側は8K121、

南側はSK229で切られており、本遺構が最も古 l¥u

と壁溝と炉の有無〕炉 1)主のみ確認した。度溝は検出されなかった。複式炉の

より推測し、くぼみ部が北東を向く、円形の住民跡であると推測した。

@床面の状況、

と推測し

イ戸をはさむよう

〔埋土の状況〕

〔炉跡J(第34図)

lーっ
V~μ している u f卒は さ18，....__28cmで=ある。

る。

形態 ある。

長軸0.61mx短軸0.37m、くぼみ部長軸0.68mx短軸0.39m

である。

状況 できる。 は床面より掘込みが深いため、 8187が8170• 8K121 

れる。炉にはほぼ全体に焼土が広がっている。によっ されても、しっかり残ったと
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文j、lヌLR長80、弘、 98)

8170や8K121によって切られているため、

8I87として取り i二げた。 j戸埋設土器含め

文を拙文している。土器底部は燕い、

縄文上器 j点(うち炉内より 2点-367、、

1点 (S148)、フレーク 11点 (S147)を罰示し

は出十z 十器より中期後半大木10式期の

は

はt告糸は、

たものと思われるo

l点 (S4入右匙 l ( S 146) 

と られる。

9 ) 

と確認問JK087グリッドに位置い

北側で8124に、南東側で8K95と

と溝と炉の有無〕浅く、また、西側

るが円形のプランと推定される。中央より南西側に、

〔検 した。

られているため、全容は不明であ

された円炉は、 SK95 

にt7Jら ~1 る。

上がり、患高は 4cmで、ある。

面積(5. で、ある。

らである。

〔規模〕 の

〔柱穴〕床面で 3本検出した。

状況〕非常に浅いため 1層のみで、暗褐色に、黒褐色土が斑らに入り、炭化物@地山がやや

まじる。炉の付近では焼土粒もみられた。

〔炉跡J(第35図)

住居の南東側 るo i戸は8K95~こ切られる。

能山形

m
 

に
リ

ある。石町iは無い。

長軸0.3mX短軸0.28m、くぼみ部長軸0.87mx短軸の残存

吉区O.34mで、ある。

埋土の状況 3層に分属した。

(第111図、図版印、 94)

1¥皆)より、

ある。他に、炉の埋設土器がみられる。また、

あり、縄文土器 3点 (387----389)出土した。

は11L=lて器より中期後半と考えられる。

(確認段

36図、図版24)

〔検出位置と確認面JKD83. 84、 KP83 • 84グリッドに位置し、

れを囲むように暗褐色土、褐色土が巡る円形プランを確認した。

西端の壁を8K97がわずかに切る。本遺構が古い。

〔平面形と壁溝と炉の有無〕ほぼ円形の竪穴住居跡で、埋設土器を伴った石囲炉を持っている。炉の

に径40cm強の円形ピットがある(炉の中心線上)。炉周辺と南側の一部を除き、壁際の床面に

溝が巡っている。壁溝のiII言 5'"'-'22cm、深さ 3"'-' 12cmて、ある。

中に、中央部に そ
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〔規模〕長軸4.42111 程軸4.13m、面積13.80ばである。

〔柱穴〕柱穴を 7本検出したが、その配置からは主柱穴を特定できない。 P2 • 4の径はやや大きく

24 '"'-' 35 C111、深さ 5.-----7 crn、他の P5'""-'P8は径15'""'-'25crn、深さは 3---6 cmである。

〔埋土の状況〕自然堆積による黒褐色土、暗褐色土、褐色土。壁際に地山土の崩落によると思われる

黄褐色土がある。 1

〔炉跡J(第361翠)

3 J蓄はほぼレンズ状の堆干責となっている。

る。炉の東端部に円形のpit(P 1 ) 

さ20cmであるが、断面形より、堀込み部であったと

形態 二i二器埋設石間複式炉で、ある。

しておく。

〆九
巳ノ U x42cm、

規模全長1.8mで、土器埋設部長軸0.25m><短軸0.25m、石間部長軸0.5mx短軸0.41m、

くぼみ部長軸l.55mX短軸l.05mで=ある。

埋土の状況 5 J吾に分層される。

〔出土遺物J(第111、112、150、168、169図、図版印、 94)

18点中石器がお点と比較的多かった。残りは全て縄文土器である。 9点 (390----398)、

うち炉内より 4点 (391----393= 395入ミニチュア 1点、 (873)、石鍛 2点 (S156、157)、フレーク 1• 

II 7点 (S158~ 164)出土した。

本住居跡の構築時期は出土土器より中期後半大木 9式期の新段階と考えられる。

8199竪穴住居跡(第37図、図版25)

〔検出位置と確認面JKH77.78、K177078グリッド

〔重複関係J8IlOO (古代住居)と重複している。

し、地山層で確認した。

〔平面形と境溝と炉の有無J3/4ほどの残存であるが平由形は円形と推定され中央部に炉を 2個所

(それぞれ土器埋設部と掘込み部からなる)有り、 8本の柱穴を持つ O 壁溝は検出されなかった。

e 床面の状況、壁高〕壁は急、に立ち上がり、壁高は14crnで、ある。床面は平らである。

〔規模〕長軸3.85n1X短紬の残存部2.40mで、残存部の面積(12.56rrf)で、ある。

〔柱穴〕床面で 5 本、壁際で 3 本計 8 本を検出した。主柱穴は P4~8 で、 P 1もその可能性がある。

規模は径24"'47crn、

〔埋土の状況〕

〔炉跡〕

さ8'"'-'39crnである。

に分けられ、白 と推定される。

りに位置する。

形態土器埋設複式炉である。炉は、埋設土器から判断して、炉A

規模全長0.9m、土器埋設部A 長軸0.34mx短軸0.25m、

0.38m、くぼみ部長軸0.6mX短軸0.51mである。

く、炉Bが新し l¥o

B 長軸0.31TIX短軸

埋土の状況 全部で 9層に分題された。くぼみ部の 7層には焼土@炭化物が多量に混入する。

8 J蓄は炉8の土器埋設後に盛られた地山主体層である。

〔出土遺物J(第112、169図、園版80、81、94)

らは日夕刊壊、 炉から 2 {[割払住居跡西側のピット ら礁と
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ともに土器片が出土。縄文土器 7点 (399，-.__405)、うち炉より 4点(炉A 400 0 402 0 404、炉B 399) 

出土した。他に石核 1点(8 165)が出土した。炉出土土器の404は大木10式期の古段階、 399は大木

10式期の新段階に属すること器である。

本住居跡の構築時期は出土土器より、中期後半の大木10式期と考えられる。

8I108竪穴住居跡(第38図、図版19)

〔検出位震と確認、面JKIVI81 e 位、 KN81グリッドに位置し、 rv層上面、 8170を調査中、北隣に暗褐

色の落ちこみとして確認した。サブトレを設定したところ炉の礁を検出して、 8I108としたものであ

る。

〔重複関係〕南側半分を8170が切っている。

〔平面形と壁溝と炉の有無〕平面形は縞丸方形で、 は検出されなかった。 8170より浅い (8170の

。炉を有する。

e床面の状況、壁高〕壁は急に立ちとがり、車高10CI11で、ある。床面は平らである。

〔規模〕長軸2.88mx短軸残存部1.45mである。

〔柱穴〕南東部@南西部の切り合い付近にそれぞ、れ焼ごと BeAがあり、焼:土Aは8I70主柱穴P3に切

られている。焼土B-Aは共に8I108に伴うものと思われる。主柱穴は明確でないが、 8170焼土Aの

西側にあるのが、 8I108の主柱穴と思われる。規模は20~< 20cI11深さ35CI11である。

〔埋土の状況J4層に分層した。壁際の 1• 4層には地山が多く混じる。

〔炉跡J(第39図)

炉の位置住居の壁に取り付く。

形態石囲複式炉である。

規模全長1.25m、石間部長紬0.55mx 短軸0.5m、くぼみ部長軸0.87m~<短軸0.73mである。

埋土の状況 9層に分!書した。自然堆積と思われる。炉内は、しっかりした硬い焼土である。

くぼみ部に大きい燥が 2侶あり、炉を廃棄する療に入れたと考えられ、炉全体は人為的に地

山主体土で埋めたようである。

〔出土遺物J(第112、170図、図版94)

8170と較べるときわめて少ない。 20点程である。その中には凹石、累日震石が各l点づ、つ合まれる。大

らのものである。縄文土器(406-炉内より l点人白石 1点 (8166) 磨石 l点 (8167入

フレーク ll(黒曜石)1点 (8168)が出土した。

本住民跡の構築時期は出土土器より中期後半と考えられる。

8I113竪穴住居跡(第40、41図、図版26)

〔検出位霞と確認面JKN82. 83、K082• 83グリッドに位置し藍層中で確認した。 8I116の北東端に

る状態で、中央から東側に黒褐色土、それを包むように西側に培褐色土の円形プラ

ンを確認した。

〔重複関係J8I116を切る。 円形プランがはみ出し、これが8I154で、確認面では

8I154に切られている。 8I154とともに8K114が南端部を、 8Kl15が南西端を切る。8Il54の炉がプラン
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されているので81154との切り合いにおける新出関係は81154が新しい。

〔半面形と壁溝と炉の有無〕平面形はほぼ楕円形である。 床市iの間関に部分的に

30cm"深さ 3rv  18c!11である

状況、 ち上がり、 は20cmである。

~ i。

長軸4.ßOm 短斡~l90m '- " 0) 1";;)円

〔柱穴〕山本の柱穴が巡っているが、

である。

e 間隔が不揃いである G

〔埋土の状況〕人為堆積により

われる)による褐色土。 1I語の

〔炉跡J(第42凶)

住居の北東側に

形態石国炉である。

7 
".;) 0 

7m 短軸0.64mで、ある。

埋土の状況 5層に分属される。

〔出土遺物J(第1 153、170、171図、図版弘、

自

と考えられる。

は平ら

は径1s----40側、

口縁部地山土の

る。 11i記 G~

に締まりが

さ 5----43cm 

によると思

縄文土器片74点、石器13点の計87点を検出。 8Il54の炉と思われる埋設土器を囲んだ石あり。

縄文土器 6点 (407'""-'412)、円盤状土製品 4点 (927'"'"'930)、石嫉 l点 (S169入石匙 1点 S170)、

器 1点 (S171入石錐(黒曜石)1点(S 180)、フレーク 1e 豆(うち 1点黒曜石川点 CS 172'"'-'177) 

本住居跡の構築時期は出土上器より中期後半の大木 9式期の新段階と考えら11-る。

8I1 16竪穴住居跡(第40~42、 441盟、図版27)

〔検出位置と確認、面JKN81. 82 K080 • 81 ・位、 KP81 82グリッド

認し

し、車属@盟

2軒の住居跡と 9基の土坑と重複している。北東部では81154• 81113" 8K1l4 e 8K193 

と重悔しており、 81116が最も古く、 81113→ 81154→ 8Kl14の111員に新しくなる。平面形では81113は81

116より古く見えるが、 81116が古い。 8K114と8K193は81116の床面より高い覆上中位ほどで検出され

たもので8K193が新しし )0 8K194も同様である。

8K20槌8号 SK209は重複は無いが8K208は8Il16の床面Jを;抑長汗屈::I込んてで、いることカか王らIlHiより新しし;~ 

8K209は炉の上にi造室られたもので81116カが三古しい、o 81116の四周の壁上に、 8Kl15、8K102"8K118、SK

240がそれぞれ重複無く存在する。いずれも81116よりも新しい時期の所産である。

と樫溝と炉の有無〕平面形はほぼ円形である。最深部で確認面より床面約70cm、

30cm。南端部から約 2mで沢の務ち込みになるため、北部から南部に向かつて確認面は傾斜している。

と床面の接点付近に南東の一部を除くほぼ全周に溝が巡っている。周溝は 11雇 8 ，..__， 32cm、深さ 7~

30cmで、炉を有する。

@床面の状況、 ち上がり、 は30"-'70cmである。 ほぼ水平なため、

北部ほど深くなる。
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長軌7.24m 短軸7.15mで面積40.99rdである。

〔柱穴〕床面や壁面に21本検出した。主柱穴 P7 • 10 13 e 6 • 18 12 o 17と され、径は42"-'56

CI11、床さは 31~51cmである。 P 5は規模はやや小さいが配置状況、主柱穴かも知れなし Io 規模は径28

cm、深さ31cmで、ある。中央の南北方向に三本(P10汁町、小規模な柱穴があり大型の住出の為支柱と

したものかも知れな V'o 規模は径15~38cm、深さは共に36cI11である。 的の柱穴の規模は径20~56cm、

さ15----37Cl11である。

〔埋土の状況〕中央に褐色土と黒褐色士が混じり合った部分があり、問聞に数基の土坑と思われる

の円形プランを伴い、それらの上坑に固まれるような大円形フQ ランを確認した。床面の西側約

は細かい磯で、覆われている。中央部から東部にかけて大きく丸い石が大量に重なっていた。(第44

〔炉跡J(第43区])

の や北東より

形態 土器埋設掘込み炉である円

った炉があり北東方向に向いている。

によれば埋設土器の kの 3'"'-'5層中にやや大きめ

の石がちレンズ状に並ぶことから石図炉であった可能性がある。

規模全長1.83m 土器開設部長軌1.28m><超軸0.93m、掘込み部長軸1.57m><短軸0.91TI

である。

の状況 大部分が黒褐色土であるが、粘性やしまりの微妙な差異があり、また地はl粒子

や地山ブロックの混入率の違し 1から全体で 8の層に分麗される。

〔出土遺物J(第113'"'-'119、147、150、171'"'-'174図、図版81'""83、94、98)

された。分布的には遺構全体に密であり、一括取り上げ‘も含めて700点余りが出

し、時期的には全て縄文中期の土器と思われる。数十点の石器と柱穴様ピット内から石棒が検出さ

れた。図示した遺物は、縄文一i二器36点(413----449)で、うち炉内より 7点(0 '"'-' 0 '"'-')出土している。

ら出土した土器は大木10式期の古@新段階に相当する。 444は炉埋設土器で、大形の粗製深鉢形

土器で、大木10式期の古段階の土器かと推定される o 448は器台である。この他にミニチュア土器 4

(874'"'-'877) 、土製品 3 点 (858~860)、石鎌 2 点 (8170、 179)、石錐 1 点 (8181入石匙]点

(8182、183)、削器 3点 (8184"'-'186)、掻器 4点 (8187~190)、磨製石斧 2 点 (8191、 192)、磨

、
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(未掲載入フレーク 1(うち 2

1点 (8194)出土し

より、仁!二i期後半大木10式期

ブレーク立24点(8 195'"" 

と推定される。

81154竪穴住居跡(第40、41図、図版32)

〔検出位置と確認面JKN82. 83、K082.83グリッドに位麗し、困層にて確認検出した。 81113の土属

断面 1層とその層の確認面での広がりが、 81113の東側にはみ出す状態で半円形の黒褐色士のプラン

として確認した。

〔重複関係J81113の南東部を切り、 8Kl14に南西端を切られる。 81113より新しい、 8K114より古い。

と樫溝と炉の有無〕平面形は円形である。中央からやや南西部側に炉を持つO

e床面の状況、壁高〕壁は急に立ち上がり、援高は 8CI11である。床面は平らである。検出面がす
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第 4章調査の記録

でに!末出の屈まで下がってしまっていたので本来の壁高不明である。

〔規模〕長馳2.54(推定)nlX短軸2.29(推定)mで面積(4.65n1)である。

はl本(P1)を検出した。

〔埋土の状況J1層のみの確認である。

〔炉跡J(第40図)

炉の{立墨 住居の南西側に位置する。

形態石西土器埋設炉である。

規模長軸0.52mX短車IB0.42nl

埋土の状況 4層に分層される。

〔出土遺物J(第125図、図版部、 95)

縄文土器片 6点、石器 3点の 9点を検出。遺構検出時には、すでに遺構全体のおよそ 2/3が失われ

ており遺物の検出は確認面より t部層で遺構外、として取り上げたか、あるいは切り台っている8I11:3

のものとして取り上げている可能性がある。埋設土器あり、縄文土器 4点 (485"'-'488)出土した。

は出十一卜器より中期後半の大木10式期と考えられる。

81126竪穴住居跡(第45凶、出版28)

〔検出位置と確認面JK089グリッドに位霞し、第IV層地山で確認した。

〔重複関係〕北側で8K185、8K196と している。

(平面形と壁溝と炉の有無)平面形は径 3m弱の円形プランO 中央やや南西よりに石間炉が検出。

溝は検出されなかった。

〔壁 e 床面の状況、壁高〕壁は急に立ち上がり、凹凸ややあがる。 は20cmで床面は平らである。

長軸3.15mX短軸2.69m、面積6.58ばである。

〔柱穴〕柱穴は、 1ヵ所ピットとして検出されたが、住居に関わるものは不明。

(埋土の状況〕南端の、床面から埋設土器が出土した。自然堆積で 4層に分けた。そのうち最下麗は、

中心より北側にみられる:しまり、粘性の強いにぶい黄掲色士で薄く平に入っているため貼床と推測

される。 2震は地山ブロックを多量に含むことから人為的堆積と盟、われる。

[ ~炉跡J (第45関)

中央やや南西 る口

形態 石間炉で、ある。

規模長特0.69mX短軸0.63mである。

埋土の状況 5麗に分!脅した。

〔出土遺物J(第120、121、153、174図、図版84、94、97)

遺物は総数で33点。その他に床面の掘込みから

縄文土器が出上した。埋設土器あり、縄文土器 5

( S 219)出土した。

を一括でとりあげ。また、埋土中より

(450，-...，454)、円盤状土製品 1点 (931)、掻器 l

(8220)、フレーク 11 

本住居跡の構築時期は より中期後半の大木10式期の新段階と考えられる。
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8Il40竪穴仕出跡(第46図、図版29)

と確認両JKl\182~83 グリッドに

8I150と切り合い関係にあると

し、 した。

れる。しかし、 プランがつかめないた

どのような切り合いであるかはわからない。 8I140が古い。

〔平面形と壁溝と炉の有無〕炉 1基のみ確認で壁溝は検出されなかっ

〔埋土の状況J8I140、周回の{主居は畜を樫とし地山を床としているが、 8I140

あるため壁はすでに夫われていると判断し

〔炉跡J(第46図、図版29)

形態

Kl¥II82e83グリッドに

ある。

匂。

全長1.05m、 長軸0.32m 短軸0.32m、 長軸0.45m 極軸0.32m、

くぼみ部長軸0.54m><短軸0.41mで‘ある。

埋土の状況 検出されたのは炉だけである。 ある、口縁径25cmヲ i架さ23cm程の鉢形土

をほぼ真北にし、すぐ南に屈の礁を円形に配置している。際の仁jこl程は煤が付着している。 磯は

15cm 5 cm程の縦に長い礁で、その燥を縦に配置して並べている。 礁の南側はくぼみ部特有のi主I~ i底

をもった出みを呈している。他の住居と炉の埋土が異なるのは、この住居がrv属上回という浅い所

に作られたためであろう。異る点は地山粒子の入り方が少ない点である。廃棄するときは炉を埋めて

いる。

炉の

(第122図、図版84)

(455)を図示した。本住居跡、の構築時期は より中期後半大木10式期の古段

階と考えられる。

図版30)

KF77e78グリッド し、 で 、/
d

f

フフ したG

し1

し、壁満:を検出した。

される。

らである。

は幅15，......，38cm、と壁溝と炉の有無〕平面形はほぼ

さ6，....__ 19cmで、ある。東側で壁溝が途切れる

@床面の状況、壁高〕壁の立ち上がりは不明

長]tr[JI3βOm

〔柱穴J13本の柱穴が巡っている。

は推定9.73m2である。

lこ4 に 2 に隣接又 して 7本検出

した。住居の確認、面から床面まで浅いため土層断面では判然、としなかったが、図示したように、

の大半に重複の痕跡が見られることから、本住居はほとんど位置を変えずに建替えられたと想定され

る。床面炉脇の P3 • 4、壁溝外の P8 • 13、 P9 • 12、 P10 • 11がそれぞれ南北に対をなす柱穴の

可能性がある。

状況J24層に分層した。炉の掘込み部壁際は特に深い。

〔炉跡J(第47図)

住居の西側に る。

51 



第 4章調査の記録

形態 土器埋設石囲複式炉である。くぼみ部の東側半分程に石囲部が作られている。また、

壁に取り付いたくぼみ部先の控溝中に柱穴柱(P1 )がある。土器はま!めに埋められている。

規模 全長1.7m 土器埋設部長期110.7mX短軸0.39m くぼみ部長軸1.02m><短軸1.0111

の状況 12J蓄に分層した。炉埋土は地山を多く含み、円擦があったことから廃絶後の儀

礼により埋められたと忠われる。壁際は地山土を多く 士で聞く埋め立てられていた。

〔出土遺物J(第174、175、122、1231盟、図版84、94)

に大土器片出土、床盛遺物はない、すべて土器は;埋土中出土。炉提1込み部内から小破片出

炉埋め立ての際に入ったものO 埋設土器あり、縄文土器(うち炉内より 3点)7 点 (456~462) 、

6点(S 221 ""226入蔽石 1点 (S227入炉脇に60X 50cmの大きさで厚さ 8cmの粘土塊が検出され

た。

本住居跡の構築時期は出土土器より中期後半大木10式期の古段階と考えられる。

81152竪穴住居跡(第48、49図、図版31)

〔検出位置と確認面JKK90グリッドに位置し確認した。

〔重複関係〕北西側で8K175と、南東方向でSK176と切り合っている。いずれも、 81152より新しい時

期のものである。

〔平面形と壁溝と炉の有無〕平面形はほぼ円形で、炉を有する。北側が|新援となっているため、住居

の 1/4程が欠損している。直径 5m程の確認、面から北側が20cm程、南側が40cm程で床面に達するほ

ぼ円形の竪穴住居である。周溝はi福8，..__29cm、深さ 6~19crnである。

〔壁@床面の状況、壁高〕壁は急に立ち上がり、側壁 e 床面ともしっかりしている。壁溝は24crnで、

床面は平らである。

〔規模〕長軸4.87m><短軸残存部4.21m、面積(22.03rrt)である。

〔柱穴J13本の柱穴が巡っている。炉脇の P7か8とP9，P4c 5が南北紬線に対して東西対になっ

て直交する柱穴と想定される。住居の拡張が行われていることが、柱穴の重複配置及び、周溝、炉か

ら確認できた。

〔埋土の状況〕 め涙された土であるが、北側が{尽くなっているため、雨水と一緒に土砂が流れ

込んだものと思われる。

〔炉跡J(第50、51図)

炉の位霞 住居の南側に位置する。

形態 土器埋設石囲複式炉である。検出した住居の中で一番規模が大きく、しっかりした作

りである。くぼみ部壁際に P1'"'-'P3がある。炉の下のほぼ同位置に!日炉を確認(第50図)した。

規模全長2.42m、土器埋設部十石間部長軸0.8mX短軸0.62m、石囲部長軸0.9mX短軸

0.78m、くぼみ部長軸1.7mX短軸1.0mで、ある。

埋土の状況 12層に分臆される。

〔出土遺物J(第123'"'-'125、150、176'"'-'178、146、148図、図版84、94、98)

ナンバリングして取り上げた遺物が245点。黒曜石数点、石血の破片、凹石 1点、床面から自

が検出されている。埋設土器あり、縄文土器(うち炉内より 5点)18点(466'"'-' 484 )、ミニチュア 2
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第 2節 A区の調査の記録

(179、180)、 土製品 1点 (853入有孔石製品 l点 (87 )、旧石器時代ナイフ形石器 1点 (233)尖

頭器、石錐 1点 (8235)、石匙 2点 (8236、237)、削器 l点 (8238)、掻器 4点 (8239"'"'243)、

製石斧 l点 (8246)、石皿 2点 (8250、251)、磁石 1点 (8249)、磨石 2点 (8252、 8264)、楕円

形石器(黒曜石)1点(8 261)、フレーク 10 立(うち 8点、黒曜石)12点 (8244~245、 8247、 248、

8253，.___260、8262)石鎌 1点 (8234入石錐 (8263)出土した。

本住居跡の構築時期は出土土器より中期後半大木10式期の古段階と考えられる。

81186竪穴住居跡(第52図、図版32)

〔検出位讃と確認面JKL91、Kl¥lI91グリッドに位置し、直属で確認した。北側半分以上が、断崖となっ

ており、半円形状のプランとして検出した。

〔重複関係〕重複は無い。

〔平面形と と炉の有無〕平面形はほぼ円形と推定され、がを有する。 は検出されなかった。

@床面の状況、監高〕壁は急に立ち tがり、壁高は31cmである。床面は平らである。

〔規模〕長軸残存部l.42111X短輸、残存部2.55mで、ある。

〔柱穴〕床面で 4本検出した。並びが不規則で構成は不明である。壁際の P4は他に比べ、規模が大

きく深い。

〔埋土の状況J2層に分層した。埋土は一括埋め戻しと思われる。

(炉跡J(第52図)

炉の位置 住居のほぼ中央に位置していたと推定される。

形態土器埋設炉である。

規模 長軸0.42m><短軸0.42mで土器の周回には焼土があり、その南側には火を焚いて硬く

なった面がある。

埋土の状況 2 している。

〔出土造物J(第125、126、178図、図版85、95)

取り上げた造物は全部で41番までで、小破片のものが多い。図示した遺物は、縄文土器10点(489"-' 

499)で、うち炉内より 3点(489"-'491)、石箆 (8269) 1点出土した。

本{主居跡の構築時期は出土土器より中立Ij後半大木10式期の古段階と考えられる。

81195竪穴住居跡(第52肉、図版33)

〔検出位置と確認、面JKJ80.81グリッドに位置し、 W層、 KJ81， KJ80上面で炉を確認した。しかし、

全体のプランがつかめず炉のみの確認であるがあるいは北隣のピット(遺構配置図参照)がこの住居に

付属する可能性のあることから81とした。

〔重複関係J8B227と切り合う。複式炉の東隣に8B227の地床炉 (1日No.8N227)が有る。 8B227の地床

に残っていること、 81195の躍が8B227構築時に前平されたと想定されるため、(旧)81195→ 

8B227 (新)と思われる。

〔炉跡J(第52図、図版33)

KJ80・81グリッドに位置する。
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形態 石図複式炉である。石1m部の底面には焼土らしい 4層が確認された。

規模全長1.24n1、石間部長軸0.731nX短軸0.58mでくぼみ部長軸0.7m><短軸0.66mで、ある。

埋土の状況 複式炉くぼみ部は西を向く。くぼみ部中央にピソトが宵り、又石囲いの炉c!二iに

は埋設土器が伴わない。石囲部の磯は、長軸を立てて埋めである。石間いの炉の中央部に廃棄の際入

れたと忠われる長楕円形の磯が 1個ある。

〔出土遺物J(第126、178図、図版95)

7点検出(内RQ2 、ミ なし。時期判断できそうな ち
w

つ

内より l点)3 点 (500~502)、フレーク 1 1点 (S270)出土し

本住屈跡の構築時期は出土土器より中期後半と考えられる。

81207竪穴住居跡(第52図、図版弘、 35)

〔検出位霞と確認面JKJ争 KK81グリッドに し、盟層上部で確認した。 はっき

りと確認でき、プランは見えなかった。 炉の調査の後 ぼんやりと見えてき

し¥0

〔平面形と と炉の有無〕平面形はほぼ円形で、炉 る。床面近くになるまで、 7"ラン

が確認できなかった。壁溝で、かろうじて住居の大きさが解った。

周溝は幅 8，..._，20crn、深さ 7'"'-' 19crnで、ある。

〔壁 a 床面の状況、壁高〕監の立ち上がり不明。床面は平らである。

〔規模〕壁溝の径は 2mで、ある。本遺跡の中では、炉を伴う住居としては、最も小さい竪穴住居跡に

ある小型の住居跡である。

なる。

〔柱穴〕柱穴は、住居内に 2つしか確認できなかった。

〔埋土の状況〕床面までの覆土はほとんど残っていなかった。

〔炉跡J(第52図)

形態土器埋設謹式炉である。

規模全長0.53m、 長戦0.39n1x短軸0.25m、くぼみ部長軸0.15m><短軸0.14m

ザアコ寸三 七ぎ
し民Jも〉。

埋土の状況 l層に分層した。

〔出土遺物J (第126図、図版85)

炉の埋設土器のみ 1点 (503)出土。口縁部はないものの、胴部に縄文が施されている。

本住居跡の構築時期は炉埋設土器より中期後半と考えられる。

③ 平安時代の遺構と遺物

竪穴住居跡 (8D 3軒、土坑 (8K) 4基、柱列跡 (8A) 1条が確認されたo

8192竪穴住居跡(第201図、図版63)

〔検出位置と確認面JA kRKG78 • 79、KH78.79グリッド し で確認した。

〔重複関係J8K421. 422. 423と切り合っている。 8Kが新しい。
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と樫溝とカマドの有無〕てrー扇形は方形で壁溝は検出されないがカマドは有であるo

e 床面の状況、壁高〕壁は急、に立ち上がり、床面は平らである。

(規模〕長j~由 3.50111

3基確認できた。

〔埋土の状況J10層に分層し

〔その他〕

面積l1.63n1。

8Kは埋土上層で十和田 a火山灰層あり。 2基とも下部は地山混じりの土が回く堆積し、上部の

に火山灰層あり。床面は一段低い部分があるが、 81の摺形である。

〔カマド跡J(第201図、図版63)

カマド{立青南東で検出

カマド全長2.12111、煙道長1.71及、燃焼部長、長軸0.42m><短軸0.43m、深さ0.06m

の状況 天井の崩壊土は少ない。カマド左側に凝灰岩質の崩壊した石が入る土が分布す

る程度円本体袖部付近に大礁が斜位出土。この礁は焼けていない、擦の下にはカマド火床部を覆う

る。したがってこの礁はカマドが無くなってから入ったものである。

(第168、204、205凶)

土師器13(958'"'"'970)、磨石 3点(S 153"-' 155)が出土した。

81100竪穴住居跡(第202図)

J-
、ーー僻 A区KG77、KH760 77グリッドに位置し地山層で確認した。

〔重複関係J8199と重複している。

〔平面形と壁溝とカマドの有無〕平面形は方形で、壁溝は検出されないがカマドが有る。

@床面の状況、度高〕壁は急に立ち上がり、床面は平らである。

[規模〕長軸 3.28n1X短軸:3.14111 面積10.20rrf。

〔柱穴J 4基確認できた。

〔埋土の状況J4層に分層した。

〔その他)

はl層のみで白

〔カマド跡J(第202区])

カマドイウ器 東側に検出

カマド全長1.89m、煙道長1.28m、燃焼部長、長軸0.51mX短軸0.55m、深さ0.5m

埋土の状況 カマド状況は自然堆積、

(第205図)

l点 (971)、鉄製品 1点 (972)が出土した。

81144竪穴住居跡(第202図、図版64)

〔検出位置と確認面JA区KF74.75、KG74e 75グリッド し地山留で、確認、した。

はしていな ~ìO
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ム」 とカマドの有無〕

る床面の状況、

〔規模〕長軸 2.83111>< 

〔柱穴J1基確認できた。

〔埋土の状況J7層に分層した。自然堆積である。

は急

は方形で壁満は検出されないが、カマドは有る。

ち|二がり、床面は平らである。

1.75n1 (残存部)。面積計測不可能。

〔カマド跡J(第202図、図版64)

カマド{す晋 東側に検出

規模 カマド全長1.55111、煙道長1.28111、燃焼部長0.7m、長軸0.6111X短軸0.82111_、深さ不明。

埋土の状況 煙道部床面に磯研土器が敷かれている。カマド南側のピットは住居跡廃絶に

いカマドの裾部を壊す際、その時の裾の部材を投棄した跡の可能性あり。

〔出土遺物J(第205図)

土師器 2点 (973、974)

⑧ 近世の遺構と遺物(第203" 208 " 209国)

SN122を検出し、銭貨(寛永通宝)や陶器(徳利)が出土した。徳、手Ijは明治時代から大正時代の

ものである。

(2 )遺構外出土遺物

遺構が多かったためか、遺構内出土土器に比較して出土量は少な l¥o 土器が主体を占める。

① 縄文時代(土器類第140，.....，145、147、148、155図、高器類第189.-...-200国)

中期中葉の第E群土器や中期後半の第躍群土器、晩期前半の第W群土器などが出土している。他に

石器、土製品、ミニチュア土器、円盤状土製品、石製品がある。石器には剥片石器や磯石器があり、

中でも剥片石器の器種が多い。

円盤状土製品(155図)は 6 した。

② 平安時代(第206.. 207図)

土師器や砥芯が出土した。

③ 江戸時代(第208.. 209図)

銭貨が出土した。銭貨はSN122 ったものと る。

④ 近世以降(第208図)

鉄製品が出土した。

56 



第 3節 BI豆の調査の記録

第 3節 B区の調査の記録

( 1 )検出遺構と出土遺物

① 縄文時代の遺構と遺物

(81) 2軒、 (8K) 25基 (212"'215図入フラスコ状土坑 5基 (216~218図入

(8N) 3 

とIB信己)10本

(第219図)、 Tピット (8KT) 2基 (221図)の37遺構と他に柱穴状ピット (1P J 

a ピット一首参照)の計47遺;惜を検出し

ア)

815054竪穴住居跡(第210図)

〔検出位置と確認面JKK70. 71グリッド し、盟 した。

は実tg'0 

と明者溝と炉の有無〕平面形はほぼ円形で、堅溝は検出されなかった。床面は掘込みのない地

床炉があり、地山が赤変している。

e 床面の状況、忠実高〕壁は急、に立ち上がり、床面は平らである。型高は24cmで、ある。

〔規模〕長軸残存部3.95m 短軸残存部3.68m、面積11.28rrfである。

〔柱穴〕柱穴は、住居内に11本権認できた。

〔埋土の状況J6屈に した。中心から炭化物が大量に検出され、粘土が熱の影響を受けて、カチ

カチになくなっているところがあった。人為的に埋められた様相を呈する。

〔出土遺物J(第222、228図、図版99)

中心部からの出土が多く中期後半に担当すると思われる土器が出土している。また炭化物も多く検

出した。図示した造物は縄文土器 9点 (981'"'-'989)、石匙 1点 (8 、!磐石 3点 (S481、482、485)、

ブレーク II1点 (S479)、話器 1点 (S478)、石箆 l点 (S476)である。

遺構の構築時期は出土土器から中期後半の大木 9式期の新段階と考えられる。

815061竪穴住出跡(第2101辺、図版65)

と確認面JKJ72グリッド し、 した。

8162と8K63に重捜し、 8162を切り、 8K63に切られている。 815062と815061の新旧は土

らは判断できなかった。 8162の炉が確認できない事を重視し、 815061の構築の際に8162の

が取り壊されたものと判断した。

と樫溝と炉の有無〕平面形は不正円形である。炉あり樫溝なし

@床面の状況、壁高〕壁は緩やかに立ち上がり、床面は平らである。

〔規模〕長軸残存部4.30mX短軸残梓部4.24mである。

〔柱穴〕柱穴は、住民内に11本確認できた。 (P1'"""'P16)。

〔埋土の拭況J3層に分層した。

〔炉跡J(第211図)

f戸の 西側に る。
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形態 ある。 lこ焼土がある。

7m、石回部長軸0.9.mx短軸0.7111、くぼみ部長!袖1.42m><短軸1.13.mで、ある。

埋土の状況 2層に分層した。埋土に口ームブロック、炭化物が混じる。

〔出!-.遺物J(第222、228図)

開土中や床面から土器が 7点出上している。 図示した遺物は縄文土器 4 点 (990~993) 、石匙 l

( 8486入磨石 4点、尖頭器i犬石器 l点(8484)、石鍛 l点 (8480)掻器 l点 (8483)である。

遺構の構築時期は出土土器から中期後半と考えられる。

815062竪穴住居跡(第210図)

と確認面JKJ72グリッドに位置し、 [y層上面で確認した。

〔重複関係J815061に重複し、この遺構が古い。

〔平面形と壁溝と炉の有無〕平面形は不正円形と推定される。炉、壁溝は無し ¥0

〔壁@床面の状況、壁高〕壁は緩やかに立ちとがり、床面は平らである。

〔規模〕長軸残存部2.56111(推定)短軸残存部1.0111である。

柱穴は、住居内に 2本確認できた。

〔埋土の状況J 1層のみである。

〔出土遺物〕床面より 7点出土している。 した遺物は縄文土器 1点 (994)である。

遺構の構築時期は出土土器から中期後半と考えられる。

② 平安時代の遺構と遺物

住居跡的1) 1軒、焼土遺構 (8N) 1基(第239'""241図)の 2遺構と他に柱穴状ピット (P) 1 

本(遺構配置図参照)の計 3遺構を検出した。

815040竪穴住居跡(第238図、図版73)

〔検出位置と確認面JB区KN70.71、K0700 71グリッドに しN層で確認した。

〔重複関係〕重複はしていなし ¥0

〔柱穴J4本の柱穴のみの検出で、壁などは確認されなかったが、中に焼土、東にカマドを検出した

ことから とした。 規模は、 P1長軸28cm 短軸22Cl1l、深さ 19cm、P2 i乏軸27cm

短軸25cm、深さ 10cm、P3長軸32cm 短lP.由;32cm、深さ40cm、 P4長軸27cmX短斡22cmi奈さ 26cmである。

〔埋土の状況〕図示していないが、 1層のみで自然堆積と思われる。

〔その他〕遺構の残り具合があまり良好ではない。住居跡、の埋土には焼土ローム粒、炭化物が多く

まれており、この81は人工的に大きく壊されたものかと思われる。焼土長軸0.48111、

短紬0.84111である。炉の規模は長さし 4111、幅0，7111、深さ0，31mである。

〔出土造物J(第242、 246図、図版99) 土師器8点(l073~1080)、鉄搾 1点 (246… 1)γ 半分に害Ijれ

ているが、大磯で、擦った痕跡が顕著な擦石 (8566)が出土している。鍛冶に伴う作業台か。

鉄j宰は椀形鍛冶浮である。特徴は 1、小形で偏平な側部破片で、破面数は 3である。 2、上面は流動

状で小さな炭痕が散在する。上面の木炭痕は 1crn大が多い。 は浅い椀形で、底面には熱を受けて

になった鍛冶炉のが床土がまばらに固着している。比重はやや高い。 3、 Lフ
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、地は黒褐色である。

SN504:3 (第246 :3図) 鉄淳が 1 した。鍛冶炉の である。特徴はし側面は破市

で、内山はj宰化@溶解している。 は鍛冶，)，戸の している。 2、ガラス

は灰白色と黒色である。 3、- は羽口先の:δ側と される。

SKP5044 (第246図 l、付図の遺構配置民参照) 鉄淳が 1 した。 は椀]1;鍛冶淳である。

その特徴は l、側部破片で、数は 3である。 2、 し

ている。上面の一部に木炭痕と酸化による紫紅色がみられる。 3、 ド面は灰色の炉床土が点状に

し、 j宰は鍛密でガスが良く抜けており、比重は高めである。 4、色は表面が黒褐色と紫紅色で、地は

やや光沢のある青黒い色である。

③ 時期不明の遺構

の遺構や遺物分布状況から、縄文時代か平安時代のものと

たため時期不明としたものである。

SB5094建物跡(第220凶)

されるが、遺物が出土しなかっ

〔検出位置と確認面JB区KQ69グリッドに し盟層で確認した。

〔重複関係〕重複はしていない。

〔柱穴] P 1長軸28crnx短軸17crn P 2長軸25crnx短軸22crn P 3長軸30cm)く短軸28cm P 4 

長軸28cmx短軸23cIl1

〔埋土の状況〕柱掘り は不明。

〔その他〕

時期的なことに関しては B区内には縄文@古代両方の遺構があり、時期は不明である。

〔出土遺ー物〕なし

( 2 )遺構外出土遺物

① 縄文持代土器や石器と石棒が出土し

②平安時代上師器i不@護 (243図)、砥石図)、

I{舜 (KS69グリッド)で

59 

(焼粘土塊…244図)でSN5022の



第 4章調査の記録

4節 D"E"G尽の調査の記録

( 1) 0区の遺構(第247"'-'249" 250図)

遺構はTピット l基を検出した。

(2) E区の遺構(第247---...-2490図)

遺構はTピット l基を検出した。遺物は出土しなかった。

(3) G区の遺構と遺物(第247"-'251図)

土坑 (SK) 3基、焼土遺構 (SN) 1基、 Tピット (SKT) 2基を検出した。打製石斧が出土

(第250図) した。
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調査の記録

F 

土占i主強 しま {]III j出ili7ロノク 10% 山粒

j n 
l 

211i 

12. 
13 

E 39.6m 

39.bm 

第 4章

G 

8 

をミ語

/三:ぢv
ム/

o 
....-.，_ .....一

司ぷ出も

口

1
 

1
 

1
 

1
 

1% 70 

3% 

1% 

(38) 31 

戸
己
目
白
一
…
一

98 

U
 

一一日

A 

。
J

寸

a
ト打
M
j

qペ
J
U

せ

'
i

4

・i
y錦
A

Q
リ

A 39.5m 



A 8 

t， 
一一 oH.日m 81 116炉

8 
む

しまり微弱 地山粒 1% 炭化物 3% 6 
しまり中地[111主/1~6 炭化物 3%
しまり弱 地山粒 19fI 炭化物 5%

しまりなし 炭化物'10%

りなし地[_U*立i
しまりなし

筆記留 A S1 

ハロハび



第4章調査の記録

⑧ 

/ 

¥ 

，-.， {Z司耳喧証一'( (( ?1'轟~

+8も2、PJノ'R
KP 

色。ω
議~ " "J，~

き'T ~ 'l7 

Fを
込白コ弓

第44図 A区検出遺構SI (40) 

-100-

~--ー‘、、』旬-_/- "、

。

i'I 

。

¥ 

¥ 

/ 
/ 

/ 
__/  

ート81

2m 



B 

曜語

4込

。
産量

931 

¥ 
A 

81 126 

8 
B A 39.6m 

ρ
h
u
 

or
“
 

司

'il

f

。
，

e

白
u
t
i
q
L
句
ui444

2m 。
2111 。

/一り
O
/
 

c
d

一o

-，t
h
n
u
/
 

必
千
円
U

L
J湾

北
円
四
い
じ

!
"
η
F
F
4
j
 

L
E
 

/
O
L

、，I
/
0

0

/

;

/

O
ノ

2
混
浴

2

2
物
物
日
物

主
口
に

L
レ
し
;
レ
い

い
山
側
一
閉
山
…

m

h
yぃ討

し
し
し
り

hυ

一
な
な
エ
あ

r

性
性
合
性

i
、
他
防
削
防

一

3

1

、
J
t小
S
J
j

ふ
/性

〕
〕
}
)

ト
リ
ー

l
r
i
J
;

PF
あ
あ
あ
あ

、7ノ
1ノ
!

)

{

{

 

会
}

シルト

シルト

シルト

シルト

シルト
8 A 

m
 

B 
SI 126炉

A :)9.3m 

8 A 

8 

埋土中から出土

しまり ~]~J
しまりあり

SI 126埋設土器

A 39.3m 

(41) A区検出遺構SI

101 

第45!s1



8I 
1. )芸褐}L(l()Yi羽 /3)十ハシ;j..ト し りあり 炭化物 1%

シルト しまりあり j也11120%
シ;1/ト しまりあり j也uri-AO%

しまりあり 炭化物 1% @ 
5.黒褐色(lOYf-~2/3)土u シ)j..ト しまりあり 炭化物 1%

しまりあり 炭化物小村 % 

しまりあり 炭化物 % 

9 
γ ルγ ルトルfトし焼ましし1ししま灯まままありり晴りりああり強あ備りりり巴1也暗土地山炭地褐3C小山北出fiyU捜側∞μ削!f一A一-JtLt、AcけwlA紅¥f'i%アJグP 出 向

f字、¥ 之、6i
10. 
11 
12. 
13. シjレ卜

H 

15. シルト しまりあり

16 
17. 
18. 
19. 
20. 
21 
22. 
23. 
2/] 

第 4章

m
 

h
i
L吋

U
什

d
A
一

代
以G

 nv認
G

I

 
τ
i
 

czu 

B 

8 
81 iHJ炉

つ 礁の内{llijにスマ

Jt1lILI{¥'!15% 

第46図 A蕊検出遺構S 1 (42) 

102 



ム
…一一- :1~H;m 

B 

む 2m 

8 

ム 門口 。 m
 

• 

U
4
1
2
3
 

1% 7 
8 
9. 
10. 
11 
12. 

1) 池山20%
り地LLJ5 % 
り 炭 化 物 1%

第47~ A S 1 (43) 

103 



第 4章調査の記録

己;irn、__  u 

J 

1主化物 i

。ニ
/υ 

、、
" 

JJt化物 19(; 

地!!ltu' 

強 J，}~ イヒ *j;J % 

A震接出遺構81

104 

。

子

---戸t

11l!IJli'，'[ % 

ご"

A 

L口1



/ 
C F 

も くタ Clb(}Jの
[) 

~ 

。。 t ;v 176 ~ B 

。
む 。 ¥フダ マ@ 

。む φ。

8 

晶

曜静

会

著書告白一 880
主

電量
毒量

a‘ 

8 

ムてや

B 

479 2m 

第49図 A区検出遺構S 1 (45) 

105 



第 4章調査の記録

<") 

内 ~ 
ζ姿。
K雪当台、 O 

芸誌

A 

。 お句、β

払4
oe《 。。

、 、、‘ Q 

亨flqi魚← 〈選

令 SI 152新炉

~39.5m 手f B 

1m 

⑧ 

51 152 I日炉跡

，.黒褐色(JOYR2/3)土。粘性しまり強
2.黒色(JOYR2/1)土。粘性しまり巾炭化物多量

サプトレンチ

SI 152旧炉 1m 

第50図 A区検出遺構S1 (46) 

-106-



③叩

81 152新炉

~ 39.5111 

まり弱 }安化物30% 8‘明赤褐色(5YR5/6)-!二三，*M生弱 しまり中
まり強 9.黒褐色(lOYR2/3)上。粘性しまり強炭化物 59/o

1)仁IJ 炭化物30% 地11前 3% 焼土粒 1%
炭化物20% 10. ßlj褐色(lílYR3/3)'IAr~性、 L まり強炭化物3~b

LIJ 11. r情褐色(lUYR3/:3)土。粘性しまり強炭化物1%
しまり強 12.黒色(lOYH2/1)J:.o粘性しまり1:1:1 炭化物20%

中

o 1 m 

第51図 AId検出遺構S1 (47) 

107 



調査の記録第 4

よ¥

1
0 

b心
えD

己n
コ

496 
8 

SI 186 
A 

晶
V

ρ
h
u
 

oo t-
m剖

1

2

ヤド

同

4
1

j
l
 

h
リ
土
品

ま
し

2m 。

先
)

H G 
一一一 39.5m 

g
i
2
 

2m 。

。待自ぬ~
P60 P4uvuj 

しまり弱 炭化物混入
しまり rlJ 炭化物 3%

地LLI上15%
i白山二i二10%

ねi性、しまり
粘性、しまり
粘性、しまり

粘i性、しまり共強炭化物 1%

i也L11粒 39'6
H!!Ili*立 5%
lt1J111村 39~[} 

しまり
しまり

滋

1

2m
 

。

τ-A 
Q
U
1
i
?
】つ
υ
d
q
・

m
 

。

B A 

I由 Lll~立 3%級密炭化物 1%
8I 207 ~炉
1.黒褐色(lOYH2/3)土。シノ川、

(48) A区検崩遺構S 1 

108 

第52図



A B 
8 

SK 02 
SK会7

~39.7m _e_ 

1Pd 

SK 09 

院
V

A 

し下
B
一

• 

内ソ】

Q
J
A
q
z
d
n
b
η
I

SK 10 

ワ

3 
4 
5 

f)、粘性共弱 自然堆積
i)、粘性共中 上也LL110%
り、粘性共中地山15%
り、粘性J~rll 峰山20%
粘性共強地山30%

十引

-
S
A
 

噌

a
ik

 

n
M
U
 

3 

り、粘↑生あ 1)

もろい粘性あり
炭化物 1%
あり 粘性あり

第53図 A区検出遺構SK (1) 

109 



第 4章

事 (

A(8  A 口B

8 

〕ま(jむ L

SK 18 

*[li'l[j:~!] ltt!LLI ブ iコソケ il~)~ l、、

~@ B 

B 

あ :h1j泊二あり

しまり弱もIj質炭化物 1%

りあり 粘質
1% 

あり *[Ii質

りわり 粘性弱

*[む剖[1占ケ剖~ケ~'Iけ'1性!

粘質

粘性~S]

やや粘質

しまりあり

A 

A 
つ口，1円、

11 

第54図 A区検出選構SK (2) 

110 

B 

SK 21 

B 

B 

ム i l _l B 

B 



8 

れ

A 

し
ぺ
各
-

4
h
o
 

B A 
B A 

8 

SK 34 
1.黒色(10YR2/1)士。シルト

炭化物 1% 1白山粒 3%

A 

B 

SK 32 

m
 

「円

U
ハ同
υ

A

一

SK 30 e 31 

A 

やや相

SK 32 

つ
ttlllLIフロック 3Pd
炭化物混入

8 

ややしまり 粘性あり 炭化物
しまり、'l'l'itl:あり J也LiJブロ iソク 5

り弱粘性あり

A 

粘性あ 1)

しまりあり 粘性あり i也JJJ粒 1%
しまり 粘性弱地山フロ y ク5%
υ ， 

70 

しまりやや粘質 地山ブロヴク 20%

0 -. 

v

‘L
 

S
1
2
 

B SK 40 
三一 39.7m

8 

しまり弱
まり Jt~ß
り共強

SK 40 

ヲ

3 も々がAγぃ

A 

品
切

暗褐色(10'{H3/心土υしまりあり
粘』院なし 炭化物 1%

円 2.干さ思(luY1'(:1/6)土。 しまりあり
oー も!i性あり l也山塊5り%

3.褐色(lOYR1/1)土。しまりなし
粘性なし

:1. U斉褐色(lOYH3〆:1)一九しまり、粘↑生共あり
j白山塊混入 炭化物 1%

5.階褐色(10YH3/3)土。しまり、粘性共あり
炭化物、焼上校、地山校混入

SK 46 

(管

A 

A 

8 SK 45 A 
一一一 39.7m

大
も

m
 

。
SK .45 

2 
3. 

b. 

( 3) A窪検出遺構SK

111 

第55図



第 4主主 調査の記録

SK 52 
1 
7 

しまり強 i也rJl粒 79co 炭化物 1%
しまり~ïJ J出IJI粒2% 炭化物 5%

A 

⑨ ム。 B 

SK 47 

しまり粘性共あり 地山フロック 3%。6
しまり粘性あり 地山フロッ 10%

A 8 

4
1
 

民
dr-A 

Y
巴
ga

n
h
u
 

SK 77 

A 39.7m B 

SK 54・SK77 
1 
2 
3 

5 
6 
7 
8 
9. 
10. 
11. 

シ 1レト やや粗炭化物 3
シルト やや粗炭化物
シ J[..ト やや粗炭化物 3
シルト やや粁!炭化物 l

シルト やや拐
、/ルト やや粗粘性あり
シルト やや粗炭化物 29/o
シ jレト やや籾炭化物 1%

シ)[.， ト やや粗炭化物 2%
シノLト ややm 炭化物なし
シJ[.， ト やや紐 炭イヒ物 29-6

地tll粒 1%
Jt1lIMil:2% 
lt1lJlI粒 59-~ 
地山投J5%

ハud
一
円

t
t

一

日
u
E
6
一

Y
J

一TL
一

k
…

K

一

p
n
u

一ハり一

F
h
u
一
ρ
h
J

一

K

一K
一

Q
U
お
b

一

第56図 A箆検出遺構SK (4) 

112 

SK 56 

_!::_ 39.7m B 

SK 56 

しまりあり 粘性なし J白山*立

しまりあり 粘性あり J山山塊混入

争

SK 60 

シルト やや組炭化物 J%

シルト やや籾炭化物 291i

11告別

縄文11寺It

cjJWJi麦



日A 

8 A 

日
.
『
リ

E
H
V
 

E
 

c--

一}62 

山化物 1% 上自Ii 1*'1: 3 Yl; 

札 、ヘご" .J 

¥丸一J ーム冷てSE72

~&Y:\宇;
SK 63 
1.11計局i色(IOYH.3/おじシル!

j也山十ぷ0%

。
り

()ti 

A 

1m 

B A 
B 

A 
J-'o， 

8 A 

t11 

ややm

SK 
9-"o /)、 *i~1性あり 1Il!LLit¥L 

り 地111枝多く混入
H約百色土多く混入

113 

4 
F 
d 



調査の記録第 4章

B A 
B 八r、8 

B 

SK 85 

一ι:'iD.:-lm

S瓦 8.:1

やや1'1[

SK 
>1l"トややHl
f306 

B 

B 

SKP 29U 

A 

1)強焼土混入 lililll'hj少量混入

炭化物多用混入

1>. 'j治 'VI:、しまり~%

炭化物 1%
I)II-J 

炭化物]9/o 

B 

B 

B 

同

h
dnu 

r
u比

Q
U
 

A 

1'11i性強炭化物 1%

i'11i'tlj:j;うりワ
“ 

しまり、

114 

209.61.克人



ロU
A 

B A 

B 

SK 98 

S 
A 

一一-39Am 

SK 102 

なし 粘性あり 炭化物10%
りなし もJi'~~:おり炭化qt~ 2 % 
/)、も';'1生おり 炭化物 I;[6 上自IIIJ:lli2% 
1) なし 粘性あり 炭化物微量

A 
一一-;i!c).3m 

8 

η 。
ζ ヂ/日

B 

8 

A 

(一挙

9 
10. 

12 
13. 

、さ

/-一ー--

グ

、、~ー
ご」

SK 104 

A 

-

m
D
C
U
ウ
j
j
t
Qけ

u
d
n
u

l
i
l
 

m
 

。tllll!11:i'r 2 % 

y グIlIJf局色→i二多量

81¥ 

η
/
』
つ
づ
・
4
A
F
ペ
リ
ハ
h
リ

( 7 ) A区検出遺構SK

115 

第59酪



第 4章調査の記録

B 
一一同ーの

B 

SK 111 B 

B 

SK 111 

3 

しまり、もlitl:あり 地山ブロソ 7多く混入

j出11)7口ソク j昆入

B 

A SI三115 B 
39.6m 一一一日

山町，S1
1
 

噌

aA
間

1
2
3
1

tj[[ヒF均1:J'o 。
m
 lt1JLl 1フロ y ク

焼土粒10%

j也 11i ブロソク ω9~ó 炭化物 ]Pii

N 8 1 IlJJ[;' 日U 日7

日iく1111 }くoH 2 fi'iIIJ)f;; 165 )
 
(
 

i
 

l
 

1I¥i:!草JBiUJ

!く oH 
ノ
ノ
/!
 
!
 

j
 

i
 

l
i
 

z-
- 118 

lくP8 1 イ';}('[1JI[5 i
 
r
 

-- !従JVj

第6u関 A S K (8) 

116 



B 
A f三 i ~ ¥ B 

\~三三ト\

c
o
 

ds-
4
2
i
 

kι Q
U
 

nH 

に
Uud 

什
λ
U

A
一

A 

炭化物2%

1、B 

m 

B 

A 

第61密 A箆検出遺構SK (9) 

117 



第 4章調査の記録

A 

B 

SK H9 
A 

一一-39.6m 
B 

ゐ)

A SK 164 
39.6m 

しまり弱

しまり r-j-J

r::: 0/ /() 

/ 
'-..-!._へ

! /6' 

B 

G事 /
 ¥、/ 

¥ 
/ 

/ 
¥ 

¥ 

¥ 

Q
d
 

q
t日

オ
s
i

v
H
H

一
口、
U

A I B 

8 

¥ 
/ 

/ 

/ ¥ 
¥ /

 /
 /

 /
 。~ A 

~)り .tim
A 

:39.6m 

S瓦 Li8

ム@8 

S瓦 161
8 

SK 156 
A 

39.6m 

SK 

べ
0
2ノ

)
 

J
j
・

i

，、J

J
h

川

此

j

J

 

ι仁
中

口

粘

1

ρ
h
v
 

ハh
ut-K 

P
3
 

子〉

ム

。

第62図 A区検出遺構SK(10) 

118 



A 。 A L I 8 

~ '¥¥ 内与 B 
B 

SK 167 A B A SK 170 
一一一九Q 日m 8 

一一一 39.om

SK 

SK 167 
1.黒褐色(lOYR2/3)土。しまり弱粘性あり 地山粒 1%
2.黒1"3色(lOYR2/2)土。しまり弱粘性あり
3. 0富1&¥色(10YR3/3)土。しまりあり 粘質炭化物 1% 地山ブロック 3%
4.暗褐色(10YR3/3)土。しまりやや強粘費炭化物2% 地山プロッヲ 5%
5.暗褐色(lOYR3/4)土。しまりあり 粘賀池山プロック 15%
。.Iこぶい黄褐色(10YR4/3)土。しまりあり 粘霊地ILIブロック20%

A B 

m
h
リ

ヴ
4

4
5
i
 

E
 

D
ろ

A 
一一一 39.6111

8 

つ

!まり出

しまり~%

しまり弱

ム~日
S五 178

A :i9.6m 
B 

りなし

、粘性あり

¥
 ¥、

7/

/
/
p
d
c

注

/ybxq 

B 

Hu s
-
L
3
 

しぺ
A

V

E
A SK 176 

一一一 39.6m

SK 176 
1 

J， 

5‘ 

コ
ヨ

P
4

コ
。
守
ヴ
コ
勺
づ

い
い
円
リ

h

り

い

い

り

ま

ま

り

ま

し

し

ま

}

し

ー

し

、

強

強

、

生

冷

ム

牛

ム

作

t

f

f

f

+

 

t
u

ト
u

ト
u

卜け

ル
+
か

1

ふ
乍
冷
S

山

古

伊

'

小

企

や

E

SK 

。
m
 

第63[g] A 検出遺構SK (11) 

119 



調査の記録第 4

日A 

B ~:3V.6m 

B 

@一
A 

B 
8 

11ぺ口一ム~民主

SK 183 ム粒少ロ

B 

。一
A 

q 

“・

一 --

q 

しまり弱

まり1

8 

Iコ

まりな

l) ~~J 

SK 

B 

日)一 l'，lj'l 

( 12) SK  

120 

A 第64~



ロ〕

B 

) 

三l号i
A 39.6m 

(') ~i仁2
ワワ

日i主 19:1

立

ドー1
4
 

_i(l 

SK 194 

A 
8 

山一
A 

A 

B 
__6_ :39.4m 

ワ
“ 

刻、 200

B 

コi)

531〈

A B 
m 

リ
ム.

(13 ) A区検出遺構SK

121 

第65箆



調査の記録第 4章

B (1ヘ
u 

A 
B 

戸

/

i

l

l

-

一q
d

/

¥

/

田

内

り

/

f

J

f

q

h

酬

:
 

/

/

一

L
r
n

t

一一
Q
U

A 

8 

B 

SK 203 
1.黒褐色(lOYR3/2)土。ローム粒少量

シルト多い砂質 しまりなし

SK 

議山性ト
出

中
小
伊
ι『

h
り
d

ナ
の
ど
B
f
〆

い
れ
ソ
内
ペ
υ

ム
Z
4日

h
y

l
u
y
 

。
こ

辻
げ
4
J

ー
は
け

み
地
冶
一

R
i
r
 

V
よ

/
-
U一三
ル

ハU
f
b
，!?
i
p

--f会

S
1
1
マ
ャ
i

恒
物

ω

H

円
褐
化
色

町
此
崎
山
灰
褐

，‘h f
 

H
3
1
1

ワ
u

レペ一色

8 

8 

SK 208 

2% 

3 go 

SI¥: 

ワ

日

ハリ

]
'
/
O

質

同

い

が

町

古
U

M

F

1

J

7

2
1
i
t
p
 

必

引

土

品

マ

強
ro

し
口

一

t
j

ベノ

ペ

J

1

i

l

c

一ノ

む
物

ι
…止

U

L
化

L
%
1地

¥
山
山
灰

-
J
2
d
u
h

日
…
汁
一
物
日
%

4
a
ノ一

0
9
U
L
L
u
-
-

ノ
ハ
竹
/
d
/
F
4
8
h
1
J
1
5
4

ノ
ハ

U
/
u
u
、h
u
v
m
o

η
J

っ、U
っけ
μ
ι
υ
f
k
ル
末

百
ク
一
日
色
化

、川
j
y
v
h
u
日
日

H
J、

一円

υ
n
u
r
J
1
4
1
2
F
h

什
ロ

Q

3
お一

色
フ
色
牧
い
強

i
掲
山
褐
山
ぷ
性

山
川
崎
地
暗
地
に
粘

f-Q
4
1
2
 

B 

お)

SK 

t. 

8 

8 

SIi: 

SK 209 

A 

A 

ふ-39.om

(14) A区検出遺構SK

122 

第66図



， 

ム l~( ¥ ) ~一 土。 8 

SK 216 

A 

A 
A SK 217 

B 

一一一一司q1m 
8 
一

A 

SK 

。/。
ハノ

10 
nノ勺。

ち

A日。土
A 。ヱ

A 

B 

SK 218 

SK 22号

A 
SK 221 

一一一 39.5m
B 

ンルト
ン'vi、

rしj、， シルト
ン![ト

A 。1

SK 230 
A B 

SK 

SK 

2 

砂質

亡B
--J 

A B 

¥ ¥ 11 SK 
¥ ¥. /J 1 
可、、---〆./一 μ

C'i"T Oi){'つ「崎、妻、 λ 一、，、 υ.
t， サ

一
ん
}
〕

ユ/J[.， ト後手J
fl/ ァ。
:/ ![.，ト級情

。〆
/0 

JL"ト絞密 。
m
 

第67国 A区検出遺構SK (15) 

123 



第 4章調査の記録

A 

SK 2主1
A つ凸つけ~}.ωm 

n
D
 

81¥ 

ト
59/(ノ) 

SK 
しまり ~~J

しま ~J~J
SK 

まり
]υ古

2 ぞ掲色(IOY1{2 cノ3、}士一 ~J J"トてAン。
~ù 

A B 

。ご
戸υ

m
 

第68図 A区検出遺構SK (16) 

124 



B ~89.7m 

8 

SN 05 

にぷL寸:掲色土。しまりあり 粘性ιちり
が!fこと1立l% 

ヨ-
つ
ム
円
台
U

4

サ
R

U

に
U

SN 

B A 

8 _6_ 3~J.l:lm 

SN 

( 1 ) A区検出遺構SN

125 

第69密



第 4章調査の記録

8 
B 

SN告8

8 

宅
B
ょ

の
白肌

1
2
3

A 心i
SN 

*M~l:~~ ム叩 io
粘性弱

SN 105 

B 
8 

SN 112 

1 赤褐色(2，.5YH:1/ o)土。:境土、しまりあり 粘性あり i，J~化物 1 9'iI 

A 

強;l't1i性あり

B 

A 
一一一 :~~Uim

8 

。

第70関 A箆検出遺構SN (2) 

126 



A 
39.6m 

SN 182 

SN 182 B 

口一ム粒焼 101'¥1.少単;

A 8 
39.3m 

SN 424 
1.にぶい赤褐色(5YR4/4)土。粘性あり 焼土粒 2%

炭化物 1% 城山フP ロック 1%
2 赤褐色(5YR4/6)土。しまり、粘性あり 焼土粒 2%

炭化物 1% 地山ブロック 1%

o 1m 

第71図 A区検出遺構SN (3) 

127 



第 4章調査の記録

SD 03 

ート89

∞ 

工

戸一トロ一一一

1
1
1
1。

〆
jnu

O} 
つO

J
e
c
 

l

川り
'市山

寸
ド
H
J

μ
m仁

ー

、
土也

P's-、

1/ 

_" . :39.6m し

P 1 

2 J!QlllilI!人

第72~芸 A SE三(1 ) 

128 

2m 



SB 13 

~ 

'2.<;'，1¥' 

aU 
9h嗣

n
H
U
 

C
O
 

2.1 m 

C 

SB 

ιつJ 

_c_39.5m D 

SB 

O' 

" 

F

}

 

ofv 

P，i 

しまり、もJi'i'l:iもり

3 しまり、 trJiNeあり

Ss 
1 

炭化物 1)ti) 

炭化物 196

しまり 粘性強炭化物 1%

第73函 A毘検出遺構SB (2) 

129 



第 4章

出

ート 89
T¥O 

J 

ど-39.5111 し

M 
一一::l9.5m

第74菌 A 検出遺構SB (3) 

130 

ρれ
u

P
A
l
 

M
門

A 

ヲ
ip

l

 
Lまり jうり f占
，，/ 
70 

P2 

N 

三一 39.5m F 

P3 
しまり、中点字1:あり

しまり~ï] 粘性あり

ρhυ 
n
，“
 、3

4場

広

P

1

2

f，li'i 

2 しまり、名li'[l!:iちり

2m 



ゐ
pz f記ぅ

2.55m 

SB429 
P3 ">ヂヰム H 

E '--l.i..，-よ 1.65m 丘北ト-
G一一-I'rもY'，-b;:¥-一一一一一一一一 、辻G う/

一一 /ーノx..::::::....t一一一一一一一一一ζ'd::¥， F 
Ss89- 、 SB429 1，75m ¥ギ71<(-

P4 -， P4 SB89 ' 
P3 

E F 

ハH
u

q
λ
]
 

A
斗み

m

Q

U

 

5

ハ
b

G 
一一一 39，6m

H SB 89・SB429焼土
1.1清赤褐位(2，5YR3/6)土。粘性、しまり弱 黒褐色土10%
2. 時褐色(10YR3/4)土。粘性 しまり弱地山粒 1%
3. 黒褐色(lOYR2/3)土。粘』段、しまり弱地山粒 29，6 
4. 褐色C10YR4/6)十.。粘性、しまり'11 地111続20%
5. 褐色(lOYR4/6i士。粘性、しまり強池山粒50%

争
SB 130 

¥0 1
0 Eニ F 

包。 m 

ヨ P4

" 
SB 1赤暗時焼晴3D褐赤褐褐土燐褐色色粒巴土色地2YZ/ノフ/j下土工土ロ41)QJ叩ッしし6九クまま

2，5m I 

2， #1BEC2，5YH'1/6)-J'，-， L ;t 11 

υl培し褐ま りosり /粘炭3)性化土物あ5り炭化物 2% がと仁枝 2% IPJ~!ll(1 0YR3/3) ::t 5 % 
4 褐色(7，5YR;J/Ij)こと。しまり % 粘性あり 1% 

~y[二[J立 2 % lt!lL1Jフロック 5

P3 P2 

lロ|口
2.2m 

."1111111111111 

2m 

第75図 A区検出遺構SB (4) 

。。



第 4章調査の記録

Pit 4 

A 

りなし 粘性あり
炭化物混入
なし粘性あり

SB 

q 
U ， 

7， 

第76図 A区検出遺構$巴(5) 

132 

しまり、粘性あり
% 
しまり、粘性あり

まり、粘性あり

しまり、粘性あり

L 占七 i)

粘性あり



2.黒褐色(lOYR2/3)LJ1iJill狩 Jt!![111oック多い

3. しまり、
J. 出\lU ilω/"J工官IJJf~.タい間関j少量 しまり、

5. 5. 

自 SB136P4 3. 
1)、結出¥J 炭化物1%

Q
O
 

F
h
d
 

v
s
A
 

Q
U
 

__¥--も3

七

M っoh~ [¥l 一一一一リ.}.UIII-ー

第771&1 A毘検出遺構SB (6) 

133 



第 4章調査の記録

SB 148 
Pit 1 
1 
2 

A 

A 
一一一39.6m

I~ 
/ 

P3 h←/ 2.65m P!l 

l.(:im I @0一、予 I 2.05m 

P2 

うム
2.65m 

SB 148 

A 

K I 
-39βmニ

Pit 2 
l.f清褐色(10YR3/3)土。 J白山粘土混入

炭化物少量 しまり強粘性なし

粘性強
。ソク多い

'"ち::-.. B 

SB 

2 

SB 148焼土 8 
3. 
4 

。-1

M39.6田立

り

第78図 A毘検出遺購SB (ア)

134 

F 

B 

。

。

う
M 

o n̂̂  P '::::"39.6回一

まり強強粘性あり
しまり 粘性あり

2m 

2m 



SB 165 

12.55m IIIIIIIIIIII!I P-l 2.55m 1 
l 黒娼1七日，(10)ァTI3/'1)::1ュロ ム位民化物少量

ロー L

まりな

11111111111111 

?4z 
、.J...lllliillllil

_Jl_39.5m H 

y _jlllllll 
¥ぞ

2.55m 
1 

ローム粧 炭化物少量

Pl iliii!ll i!l i i i ローム粒炭化物少議

寺

しまりなし

りあり

~~ 2.55m ，，: )111 江コ
J 

σC巾3 

SB 165 

_6_39.5m 
日

P6 1

0 

o 

P-4 
1 黒掲色(luYR2/2)'l:ηロー

炭化物少量粘質 しまり
2. I清偲j色(lOYR3/i1)土。ロー

炭化物少最砂質 しま
3. 褐色(1ûYR~/1)土。ロー

炭化物少量やや粘質 しまりあり
11.黒褐色(luYR3/ノ2)土。ローム粒

炭化物少量 やや砂質 しまりなし
褐住(luYR1/6)土。ローム粒炭化物少量
ロームブロック多い粘質 しまりあり

P-5 

り
ζ卓也

4 

ロ

まり
ロー
まり
ロー
まりな

ローム粒
しまりあり
ローム粒
しまりあり

ヱ-39.5m

_2_39.5m 

2m 

第79函 A箆検出遺構SB (8) 

に
U

円

δ



第 4章調査の記録

2.05m 1.o5m o~夫:/88177
P2 

SB 177 • 242 

三一:39.6m

J. 

]三;}H.6mと

SB 

第80図 A S B (9) 

136 

D 

Pit 6 

fV1 N 

SB 1i7 
Pit 

合

δa 

t
 

・1P5
1
1
 

炭化物

1l1'i褐色jム.

B 

Pit 

ソケ多い

Pit 

u v 
...:::::_ :i9.Gm 一一

Pit 

s 炭化物少i立

IltJ掲色 Ule人

ll{cy1お色 L混入



F 

~:J日 5111

SB 219 P-2 
1.黒色(lOYH2/1)じローム枝炭{白骨!ist砂賢 しまりなし

I J 
一一一-39.5m 一一一

1
d
h
r
ふ
1
4
4
小

tiiiνilν 

H 

~39.5111 

♂ダ

炭化物、ン!1.ト多い lii宮 !まけなし

8 

G H 
一一一39.5111一一一

F ~39.5111 
A /i司、

シル i

li:.J!質

しまりあり

P-4 J.黒褐色(lOYH3/2)土。ローム粒炭化物少
粘質 しまりあり

2.黒色(10YH2/l)二|二。ローム粒 炭化物多い
粘質 しまりあり

M N 
一一一一 39.5m 一一一一

日ーム粒 γJlト多い 砂質 しまりなし

し

砂質
砂質

K 
--39.5111 

ロ

シルト

J 
一一-，'39.5m 

つ
U 

B 

SI 82 

SB 220 

A 
-39.5m 

2m 

SB 220 
P-5 
J. 黒褐色(lOYH3/2):!二。ロ

炭化物少量粘質 しまりあ
2. にぶし、主計局色(lOYRtJ/3)土。ローム粒多い

炭化物少量粘質 しまりあり。

D JL395m 

A区検出遺構SB (10) 

137 

第81図



調査の記録第 4章

SB 227 

-F

、J

、ノ

ゐ
の
に
あ
去
の

性

性

性

L
1
1
vに
1
L
L
1

中
川
H

止

布

市

相

部

1
3
3

ρ 

0， 

C2.5Y 包)ヒ。しまりなし

土。しまり、粘位二あり

しまりあり *r~'I* なし

りあり 粘性あ i')

SK 

つ

2.U5m 

よ@

Pl 

A 

G 39.5m H 

炭化物

M 39.Cim N 

SB 
l 

SB 
1 

呂

田

合

わ

凶

3m 

寸
N

J

U

寸

、

「

?

の
さ
・
山
口
}
¥
¥

¥
 

一一山
I 日白 J

8 

Jrも九
1三¥.'

A 3CJ.5m 

2m 

SB 

SB 

2 

.JS.__ 39.5 m _h_ 

‘1
，ノ

da'a 

d
E

・e・.
f
¥
 

A区議出選議SB

l:j(j 

第82毘



2n1 m
一

「

hu

一一

円

ノ

ω

…ー一

h
l
y
;
 

SB 237 
合、ι

1.901 2.25m 

L川
i-ω
む
・
叶

H
U

2m 

叫

SB 246 
黒褐色(lOYR3/2)土。粘性強
がtごi二粒多い i也山fill土ブロック 強

第83図 A区検出遺構SB (12) 

139 



第 4章調査の記録

A 39.6rn B 

一企 39.4m _!三

SKT 
1.黒鎚色(1O-'{R2/3)土。粘性、しまり微弱地Ll I粒~t)

炭化物 i%
2，黒褐色(lOYR2/2)土O 粘性、しまりなし i白山粒20%

黒褐、 i府褐混入炭化物 2%
3 

第84劉 A区按出遺構SKγ(1 ) 

140 



A 1 ¥ 1¥¥ _e_ 

ふ-39.0m B 

A B 

SKT 107 

m
 

しまりなし

第85密 A霞検出遺構SKT(2) 

141 



第 4章

立)

O
 

m
h
d
 

oh輔

噌

s
iT

 
E
 

Q
U
 

A 38.8rn 

SKT 
1 
9 
ω. 

3 
4 
5 

ローム粒 シルト少量砂質 しまりなし
/3)ニiニ。ローム粒多い シルト、炭化物少量

りなし SKT 141 
/1))土。シルト多い砂質 しまりなし 1 
ローム粒 シルト少量妙質 しまりなし 2 

シルト 砂多い砂質 しまりなし 3 

3 

8 

A B 

m
 

nH》

第86箇 A区検出遺構SKT(3) 

qJ山
イ
斗
品



…全_3¥:l.l rn B一

打1

ローム粒少量

し
A ローム校多い

ローム佐多い

シルト少量

第87図 A痘検出遺構SKγ(4) 

，4ふ



第 4章調査の記録

第 2 ¥
3
2ノ

1
i
 

/
t
t
¥
 

出土遺物唱F十 君子 一一塑勺深さ1;II1 1 

出 l;÷ 日下二二 二出

1lil Y771-!l一日
詔子-lu l zl zl iト十寸if
S124 I P 2 20 I 20 26 I 

iijl下ト下
1 器子-lJトト…-ti2l iL 認:昔
話ト
器 l :; l ii i z lーすトトす詰

!器tl:iilzlZ| 日出

:iiUih不il不ili-
i常
出 l Eト指
出 l:?ト器ト iト 卜一部

i 仁*下;詰
:ijhι十

詑iliU11

i PLj i l lJ 

144 

一ート

有孔石製品 (22-S 1 ) 

i
i
寸

1
1
1

十



第 3 ( 2 ) 

住SS居I1番5811 号
番号 長径(crn) 短径(crn) 深さ(crn) 底面標両(m) 出土遺物

:39 21 20.4 39.10 

PP 19 0 * 22 
3339992010 0 0 SSII551 1 20 

P 11 16 15 
8151 P 12 25 20 14 39.10 
8151 P 13 24 18 14 

3399110 0 8151 P 14 23 17 17.3 

SSI1555 5 PP2 1 
27 20 11 39.24 
16 

210 6 
11 39.26 

8155 P 3 20 9 39.28 
8155 P 4 23 ムつJミ3 9 39.28 
8155 P 5 30 30 

/く明18 
39.20 

8157 P 1 35 22 不明
8157 Pp2 l 430 0 

22 二くE 不明
8158 

2215 81 ノて二日
不明

SSI1558 81  PP2 3 226 1 
i 不明

不不明明
不明

11 l1 55SS811II1185885588888 1 1 1 1PPP 456789 111 222211462532 1 1 I 1140 不不明明 I 不塑明15 i 不明 不明
20 不明 不明
18 不明 小明
18 I 不明 ! 不明

|S出州 不明
8167 I P 1 25 I 25 I 19 I 39.15 
8167 P 2 30 26 24 39.05 
8167 P 3 21 16 10 39.23 

SS11667 7 *420 0 30 12 39.21 
17 10 39.22 

8167 P 6 32 I 25 I 23 39.10 
8167 P 7 26 26 28 39.03 
8167 P 8 

222 2 20 10 39.20 
8167 P 9 20 18 39.15 
8167 P 10 25 20 

114 6 8 5 
3399..220 3 

8167 
P PP12 1 1 

20 20 
8169 22 20 39.23 
8169 32 24 39.16 
8169 P 3 24 22 11 39.19 
8170 P 1 27 25 43 38.72 

SSSSIIII77770 0 9 9 

21 
2220 0 2 

328 9 3388972 5 
20 
4C 56 38.37 

D f ι 

2224 5 2 
2つ2188 2 つ 21119 0 1 1 3338888870 7 1 

SSSIII7779 9 9 PPヨ 4 d 5 
38.92 

8179 P 6 ムつJLつJ 20 22 38.72 
8179 P 7 

318 0 
18 3 38.76 

8182 P 1 18 10 38.62 
8182 P 2 26 26 35 38.59 
8182 P 3 32 28 38 38.43 
8182 P 4 31 30 55 38.44 
8182 P 5 26 21 11 38.90 
8182 P 6 25 20 20 38.80 
8182 P 7 23 19 43 38.46 
8182 P 8 17 14 10 38.78 
8182 P 9 52 42 

不明12 3不8.6明2 
8182 P 10 6C 42 

'不 ある
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4 ( 3 ) 

長径 短窪2(4cm) 出土遺物

つ 22 

234 5 

3333388888343336 6 9 4 3 8183 P 7 50 4 

SS118833 P8 
しr 

P 9 

444328 2 0 2 1 SSSSI1II88883333 P PY1110 2 1 

31 38.54 

430 5 38.53 
38.47 

P 13 29 38事56
P 14 r 38.82 

4501d8 8 d 4 つ 233不888336明6 0 8 

SSSS1III88886 6 6 6 22210 0 7 1 22110 0 5 7 

2E イ¥ヨd

壬盟434 6 J33自9壬C0塑1 3 

8186 P 8 37 33 46 39.00 
8186 P 9 52 47 I 61 38.30 

SQ1T8Q6 兵
P FPl11 o 1 3455 8 7 3450 4 5 23348 2 9 3338895514 9 0 

P 2 28 22 12.6 I 39.20 

S出SS1I1IE89944 8 5 

P 3 30 22 15 39.20 
P 4 

SSSSII1I99994 6 6 6 

L に

SSS5I1I199996 6 6 6 
PPFPF5 6 R 7 l 

SSSS11II99999 9 9 9 PP2 3 
り 38.8i

P 4 46 37 20 38.90 
8199 P 5 36 31 8 

3388..862 3 
8199 P 6 I 33 28 36 
8199 P 7 I 25 24 

329 5 
38.60 

8199 P 8 I 30 30 38.72 
8I108 P 3 20 20 35 38.87 
8I113 P 1 40 25 31 38.76 
8I113 P 2 31 25 24 3 90 
8I113 

PPP4 5 3 
21 17 不明

J3388壬99坦3 1 8I113 
*430 2 

37 
218 5 

8I113 35 

*
 

ある
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第 6表 A区竪穴住居跡柱穴観察表(5 ) 

住S居I1番号 番号 長径(cm) 短径5(7cm) j架さ (cm) 底面標高(m) 出土遺物

52!P9366  2 55 38.59 

Si152P1042236  7 2 7 
33110 2 2 8 

38.97 
8I152 I P 11 I 27 38.82 

SI152P1214634 0 0 3388..974 9 
8I152 I P 13 
8I169 I P 1 I 34 I 30 50 38.78 
8I169 P 2 26 23 7 39.00 
8I169 P 3 25 25 10 38.93 
8I186 

PP 2 l 326 8 318 8 
38 38.79 

8I186 27 38.84 
8I186 P 3 20 18 27 38.73 
8I186 P 4 32 30 17 38.82 
81207 P 1 36 322 5 I9 9 39.07 
81207 P 2 30 39.17 
81207 P 3 23 18 20 39.20 
81207 P 4 15 12 9 39.19 
81207 P 5 18 16 15 39.18 
81207 P 6 17 17 14 39.17 

第 7表 A区掘立柱建物跡観察表

遺構名| 位置(ク 1)':;ド) 1支部 規模 crn 
焼土規t模 crn 招形窪|深さ 出土遺物
長軸 盟軸厚さ crn 1 • crn 

SB03 KM. KL89・90 勺ω 11N-80 -E 西桁405、南梁270 A200 83 lQ__j 31 ~551 19~34 

縄円据有フ8;:文盤歯孔レ3ι土状状石ー型器土石クs製器品;83 品へ7l1! 牛i1 6 8 S~3 6 明) 

B87 66 8 

フLーク 1 186 
S342) 
石核1点(185-8340)

SB13 KM・KN90 西桁315、南梁250 118 65 20 ;:)5~62 80~40 磨製干'1斧(186-S334、S347)

縄石内フ棺文費レ量生土状頭器土ク器製I(1品町
86-S346) 

(154 -942) 

SB20 K089 1べ1N -530 -w  北桁255、凶梁225 167 65 17 27~46 24~40 縄文土器(137-692、693)

SB26A KM. KN88 1 1 N…860 
- E 桁340、梁200 30~64 24~57 11告し

KM・KN88 ] 1 N -780 

E 桁4師、梁200 60~106 44~48 縄文土器(137-694) 

K187・86 1 11 N -5T E 桁255、西梁175 I 25~361 33~50 縄文土器 037-695)
フレーク n(186-S348) 

SB130 KM90・KN90.91 1 1 N -400 
_ W 桁250、梁220 122 80 縄文土器(l37-696~703)

フレーク 1087-8349) 

SB135 KG81 .82、KF81 I 2 11N7T-w 南桁430、西梁205 A165 56 161 30~出 32~40 縄70文7、土7器08(137704~706、1:18-
B残存部70 44 9 

話器(187-S350、S351)
フレーク 1087-S352、835:3)
ブレーク n087-S35D 

SBl :~6 五I瞥 HK83、84 2 11 N -19υ-w 束十11520、南*265
A B 11380 0 

135 13 
ら:j~861 27~品

!結ブ各石行レー((]1ク8877I S355J 4157) 

(188-S359) 
縄文土器 (B8-709~715ì

SBl48 KH85・86、K185 2 x 1 N-760 -E 村j265、東梁205 104 52 16 30~44 18~41 無L

SB165 KL~KN82 ・ 83 2 1 N -620 
日桁510、梁225 55~85 35~52 石核(188-3360)

縄文土器 (138-716~ ï23)

SB177 K1， 1086・87 2 1 N -700 E 南桁390、東梁250 285 110 10 22~47 20~35 縄文土器 (138-724~727)
石箆(188-S362)
フレー夕立(188-8363、8364)
磨石(188-3361)

SB219 KK82~84、 KJ83 1 1 N -370 -w 

亙桁西皇桁3E室〔5人1ι0梁、主北32塗栗0盟25E0 

35~82 15~27 縄文土器 038-728、729)

SB220 KK、KL82・83 2 x 1 N -290 -w 45~66 21~48 縄文土器(138-730~733)

SB227 KJ80~82、 KK81 2 x 1 N -200 -w A56 41 10 20~34 1O~31 縄文土器(138-736)

B 71 41 4 

SB233 KK84、KJ83・84 1 1 N -190 EI~日桁300、南梁200 35~57 40~55 縄文土器(138-734、735)

SB237 KG' KH80、81 2 x 1 N -250 E 西桁415、商梁215 20~36 15~25 無し

SB242 K1' KJ86、87 2 x 1 N -680 E 1:1じ桁385、西梁205 30~56 18~36 無し

SB246 KJ88 2 11N-390 E I;Jヒ桁 (300)、西梁215 A82 35 10 14~33 50~56 無し

B54 35 
210 0 

11[ 

SB429 K187・86 1 1 N E 北桁250 東梁170 50 34 25~51 30~47 !無[
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8表 A区掘立柱建物跡柱穴観察表(1 ) 

瑠建S在BO建3物跡 番P号I 長径5(5cm) 短径4(2cm) 深さ2(3cm) 底面標高(m 出土遺物

39.10 
SB03 P2 52 45 26 39.09 
SB03 P3 53 41 19 39.09 
SB03 P4 43 31 34 38.97 
SB03 P5 46 31 

325 2 3399..005 1 
SB03 P6 45 41 
SB13 P1 52 45 30 38.96 
SB13 P2 62 51 38 38.98 
SB13 P3 54 35 40 39.01 
SB13 P4 52 45 

330 6 
39.01 

SB20 46 44 P1 38菅90
SB20 P2 32 27 37 38.90 

S SBB220 0 
31 30 24 39.04 
42 32 40 38.94 

SB26 
963 2 

72 48 38.90 
SB26 60 48 38.97 
SB26 106 * 53 48 38.88 
SB26 106 62 44 38.97 
SB26 51 51 52 38.87 
SB26 64 59 57 38.81 
SB26 P7 35 30 24 39.17 
SB26 P8 40 33 26 39.26 
SB89 P1 36 30 38 39.07 
SB89 P2 28 25 47 38.99 
SB89 P3 30 28 33 39.07 
SB89 P4 * 30 30 50 39.08 
SB429 P1 36 30 38 39.07 
SB429 P2 28 25 47 38.99 
SB429 P3 52 34 30 39.13 
SB429 P4 33 26 38 38.98 
SB130 P1 35 30 36 38.87 
SB130 P2 40 31 41 38.91 
SB130 P3 34 31 41 38.89 
SB130 P4 36 32 34 38.87 
SB135 P1 45 32 40 38.91 
SB135 P2 48 40 33 39.00 
SB135 P3 45 35 34 39.02 
SB135 P4 30 30 8 39.28 
SB135 P5 43 35 32 39.04 
SB135 P6 55 35 34 39.02 
SB136 Pl 72 62 44 

3399..000 9 
SB136 P2 78 78 40 
SB136 P3 86 76 40 39.06 
SB136 P4 64 60 27 39.08 
SB136 P5 67 53 40 39.09 
SB136 P6 72 60 40 39.08 
SB148 P1 32 30 41 39.08 
SB148 P2 44 30 26 39.22 
SB148 P3 32 30 18 39.20 
SB148 P4 35 31 35 39.16 
SB165 P1 85 68 40 38.98 
SB165 P2 77 77 45 38.96 
SB165 P3 76 55 37 38.99 
SB165 P4 82 60 52 38.88 
SB165 P5 65 58 35 39.08 

*は残存部の数値である
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第 4章調査の記録

第 9 ( 2 ) 

窟一l建S柱Bl建65物一跡
番PPP号6 2 I 長径438(旦05 7 ] 豆歪832回

盟主主35国 出土遺物

SB177 
SB177 
SB177 P3 28 24 
SB177 P4 45 * 26 26 
SB177 P5 40 26 35 
SB177 P6 47 38 20 
SB242 P1 45 30 18 39.11 
SB242 P2 56 38 24 39.12 
SB242 

PP4 3 430 1 
3225 6 7 

39.13 
SB242 

3399..014 6 
SB242 P5 * 35 38 
SB242 Pp6 l 47 38 20 39.08 
SB219 82 52 17 39.13 
SB219 P2 72 50 15 39.19 
SB219 P3 55 44 20 39.12 

SS BB22210 9 
PPPF4 2 3 I 

645 6 
45 27 

3332998308018 8 0 5 
6( 30 

8B220 51 45 45 
SB220 31 53 26 
SB220 P4 57 48 48 38.84 
SB220 P5 62 

230 1 3399014 1 
SB227 P1 23 
SB227 P2 20 20 21 39.08 
SB227 P3 21 21 20 39.00 
SB227 P4 34 21 15 30.14 
SB227 P5 30 30 31 39.98 
SB227 P6 23 28 10 39.24 
SB233 P1 57 43 40 38.98 
8B233 P2 35 * 20 55 38.82 
SB233 P3 44 39 44 38.89 
8B233 P4 42 42 40 38.96 
8B237 P1 32 27 21 

3399..114 3 
8B237 P2 36 28 25 
8B237 P3 30 27 16 39.21 
SB237 P4 23 20 15 39.16 
SB237 P5 26 20 18 39.11 
8B237 P6 32 30 22 39.04 
8B246 P1 27 18 50 39‘08 
8B246 P2 40 33 52 38.76 
8B246 P3 17 14 56 39.08 

*は残存部の数値である
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AI又SKP(柱穴)計測表(1 ) 

遺構番号 |詩出 |短軸 深

54 46 39.326 l七悶'J、宙空 (188-S 365) 

P 143 K089.90 楕円形 65 42 38.920 

35 35 38.926 

85 85 33 39.120 

P 174 KN87 隅すし方形 33 39.141 掲文十器(139-741)

KK84 円形 32 32 23 I 

44 KN82 円形 31 28 15 39.140 

45 KlVl • KL82 円形 40 40 16 39.480 

47 KN81 不整円形 49 48 32 38.892 

P 248 KN82 I]=]J杉 40 35 19 39.061 

P 249 KN82 円形 30 25 17 

250 KN82 IIJ形 29 29 13 

37 

小室長)]j~ 57 

22 39.280 

P357 KO鎚 円形 30 30 20 39.200 

P358 KlV186 円形 43 33 23 

47 45 18 土剣(146 857) 

P364 K079.80 53 42 34 

P367 K084 45 40 33 39.800 

P:368 KP84 楕円形 37 29 30 39.020 

P369 KP84 l円形 30 30 21 39.100 

P370 KL86 32 32 32 39.050 

P KO. 45 45 26 38.900 

P375 K088 円形 23 22 39.160 

P376 KN. K088 24 ! 28 39盆700

P377 K090 /12 34 26 

P378 KN86舎 87 37 27 26 

P379 KN86 円形 36 39.190 

P380 KN86 楕円形 35 39.220 

P381 KO. KN86 円形 50 45 23 39.200 

P382 KM86 40 30 31 39.070 

P383 KM86 円形 37 34 32 39.170 

P384 KM85 • 86 円形 41 37 28 39.190 

P385 KP83 • 84 円]f;; 36 36 20 39.800 

P386 KP83 イ¥盤楕円形 56 45 29 38.940 

P387 KP82 円形 37 33 25 38.950 



第 4章調査の記録

第11表 A区SKP(柱穴)計測表(2 ) 

遺構番号 検出位置 平面形 時由 (cm)騨由 (cが l深t (cm) い (111) 出

P388 KP82 円形

P389 K084 円形 32 29 24 39.110 

P391 K:rv188 円形 38 38 20 39.220 

P;392 楕円形 43 :34 26 39.170 

P393 Kl¥lI87 19 39.290 

P394 KL87 18 39.250 

P395 KL87 円形 30 27 23 39.190 

P396 KL86 楕円形 40 32 28 39.160 

P397 KL86 円形 35 30 28 39.160 

P399 KN85 |円形 32 27 32 

P400 KN85 円形 25 25 33 

P401 KN85 円形 22 

P402 K085 円形 44 39 17 39.190 

P403 KN85 円形 21 39.190 

P404 KN85 円形 27 27 18 39.210 

P405 KN85 円形 30 30 18 39.250 

P406 KN. K084 円形 27 27 15 39.120 

P407 楕円形 33 21 39.180 

P408 KN83 円形
よ

38 33 15 39.190 石核(188… 8366)

|構円形 18 P409 KP82 30 21 38.980 

P410 KN83 円形 19 16 9 39.250 

P411 KN83 円形 20 16 8 39.240 

P412 円形 28 26 15 39.230 

P413 円形 30 30 26 39.120 

P425 • K091 円形 32 26 33 38.840 

P426 円形 30 30 18 39.320 

P427 KI85 円形 30 27 26 39.140 

P428 KH85 楕円形 42 37 20 39.320 

30 21 39.214 

40 35 39.086 
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第 4章調査の記録
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第 4章調査の記録
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番号 出土地点 器 種 口径(cm) 底窪(cm) 器高(cm) 土 色 調 備 考

299 81 79 深鉢形土器 27.7 (23.6) 砂粒少量混入 内棋聖/4 外協

300 81 79 深鉢形土器 7.8 (5.6) 砂粒少量混入 内1にOYぶRい7黄/偉2 外灰10Y白R7/1 

307 8I 82 深鉢形土器 26.4 (8.5) 砂粒少量混入 内.h 1にOYぷRい6黄/樟3 外b1 1にOYぶRい7黄/檀4 

310 81 82 深鉢形土器 32.5 (20.7) 砂粒少量混入 内浅10黄YR櫨8/4 外 1にOYぶRい6黄/樟3 

A区遺構内出土土器類(17) 
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第 4章

番号 出土地点 器 種

413 SJ 116炉内 深鉢形土器

414 SI 166 深鉢形土器

416 SI 166 深鉢形土器

417 I SI 116ベル HI層 深鉢形土器

口?主(crn) 底径(crn)

31.4 

28.4 

8.6 

33.2 

410 

413 
SI 116 
炉内

器高(crn)

(16.6) 

(16.1) 

(10.1) 

(24.2) 

土

砂粒少量i混入

砂粒少量混入

砂粒やや多く混入

制砂粒少量混入

411 

S埋1土113 

408 

S埋I土113 

412 

S埋1土113 

416 
SJ 116 
:J:tM+ 

414 
ST 116 
埋土

413.411.4]7のみ

色 調 面右 手5

内 1にOYぶRい7黄/壇3 外 lにOYぶRい7黄/燈2 

内.h 1にOYぶRい7黄意外bJ 1にOYぷRい7黄/樟3 金雲母少量

内浅10Y黄R樟8/3 外 15主OY黄R樫8/3 

内浅7.5黄Y櫨R8/3 外 7浅.5黄Y様R8/3 

13国 A区遺構内出土土器類 (26)
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420 

422 

o '10cm 
b:=ー=ーとコーj

o 418 • 421のみ 10cm 
L一一一一一十一一---ゴ

色 考

金安母少

金雲母少滋

金雲母少議

{濡弘司

28.1 

蛸
二
品
開

》
間
協
議
一
品
医

H
hけ
鞠
瀦
(
児
)

]
{
4
U
 



識
品
…
冊

器
削
附

δ
叫印鑑

01Ocm  

誠
二
問
国

》
間
耐
藤
一
泣
思
い
け
れ
け
綿
滋

(
M

∞)

5
0
1
 



番号 出土地点 器 J重

428 8I 116 深鉢形土器

429 S1 116 深鉢形二|二器

431 S1 116 深鉢形土器

434 Sl 116 深鉢形jこ器

口径(crn)

428 
81 116 
埋土

434 
8I 116 
埋土

底怪(crn) 器高(crn)

(13.2) 

(16.4) 

(14.0) 

(5.7) 

!l台

砂粒少最混入

精選

砂粒少最混入

精選

第116国 A毘遺構内出土土器類 (29)
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429 
81 116 
埋土

428・429• 431のみ

。市 考
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